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表25 石器観察表 3

一1042
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⌒
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第204図  出土遺物 石器 (15)石鏃
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0                  4cm

出土 区 遺構 層 付 器 種 分 類 石材 取上げ番手
レベル

(mm) (mm) (m)

第

９２

図

E「 石 ( ) 1300

7 )-16 Ⅲ EJ紀 Ⅱb覇 里躍 石 (願 旱 系 う 7 609t

石 鏃 Ic類 安 山岩 (サヌカイト) 2030 420 330
石 ) 1930 12831 8985

Ⅲ 百 Ic望召 里躍 石 (郎 昌 う 290
Ⅲ 石 鏃 工o類 麦山岩 (サヌカイト) 2070 1292〔 8875

7241C-15 Ⅲ 百舘 石 1560

Ⅲ 石 鏃 Ic類 黒曜石 (腰岳 系 ) 21 30

百 石 系 ) 1940 7722

D-22 Ic緬 黒躍 石 鯉 旱 ぢ

〕-17 石 鏃 Ic類 黒曜石 1075 1075 350

7291D-24 石 1375 024

第

９３

図

Va覇 里躍 石 (陣阜 系 ) 3350 1600

Ⅲ 石 鏃 Va類 チヤート 2890 1360 16744 9555

皿 Va 努山 岩 (サヌカイト〕 2880 1650 833【

Va緬 亀躍 石 (雁旱 繁 う 2440

Ⅲ 巨

`

石 (艘 岳 系 2210 16102

Vが 石  ( 2210

A-22 Ⅲ 石鏃 Va類 舞山岩 2270 107 1556E 879:

D-16 百鯨 チ ヤ 1910

B-33 SD22 百績 Va範 2250 095 1623,

A-35 Ⅳ 石鏃 Vb類 賓山岩 (サヌカイト) 21 00 1360 480

C-24 Ⅲ 「観実 V bl 」岩 (サヌカイト) 2200 1470 12031

B-34 肛 百鰊 Vb網 16728 954〔

B-21 百鏃 Vb類 奏山坊 2350 670
□ 「観笑 V bl (サヌカイト 11767

C-22 石鏃 Vb類 費山岩 (サヌカイト 1840 1278C 8515

B-34 E Vb: (サヌカイド

B-22 □ Vb堰 1山 (サヌカイト 2080 430
B-33 石鏃 Vb類 賓山岩 (サヌカイト 1920 1395 340

V bl (サヌカイト 1450

C-16 Vb福 1880 445 430 871 83t

C-26 Ⅲ 巨鏃 Vb類 賽山売 (サヌカイト) 2065 1161(

D-22 Ⅲ Vb: 石  ( 058
Ⅲ

E

Vb 黒曜 石 (腰岳 系 )

D-21 Vt ( )

C-24 Vb ヌ イド〕

C-24 Ⅲ 石鏃 Vb類 黒曜石 (腰 520 113 1293(
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表26 石器観察表 4

図番弓 出土 区 遺 構 層

"
器種 分 類 石 材

最 大 長 最 大幅 最 大厚 重 量 レベル

(m)

第

‐９３
図

石 Vb緬 安 山 岩 (サヌカイト)

石 , Vb類 黒 曜石 (腰岳 系 ) 2060

3-23 Ⅲ Vb類 安 山 岩 (サ ヌカイト) 2010 1287(

)-24 軸一軸
Vb緬 審 山 岩 (サヌカイト) 1850 410 490 097

Щ Vb類 安 山岩 (サヌカイト) 2025 972(

石 鱗 Vb類 安 山 岩 (サヌカイト)

第

９４
図

9-16 Ⅳ 石 鱗 Vc箱 鼻 躍 石 鰻 旱 系 う 080 899【

)-17 Ⅲ 石鏃 Vc類 チヤート

Ⅲ 石 鰊 Vc類 安 山 岩 (サヌカイト) 235 115 8215

石鏃 Vc類 黒曜 石 (腰岳 系 )

Ⅲ Vc類 黒 曜 石 (腰岳 糸 )

V6緬 ~4山
岩 (サヌカイト)

石鏃 Vc類 黒 曜 石 (腰岳 系 ) 265
769 石 鯨 賢山 岩 (サヌカイト, 1019Z

Ⅲ 石 鰊 Vc緬 妻山 を (サヌカイト〕 295 11081

771 Ⅲ 石 鏃 Vc類 黒 曜 石 (腰岳 系 ) 620 260 8885

第

９５

図

Ⅲ a 曜 石 (fII岳 ) 2450
Ⅲ 躍 石 (隠岳

774 Ⅲ 石鏃 Ⅲa類 黒 曜 石 (腰岳 系 ) 8285

775 Ⅲ a類 竪 山 岩 (サヌカイト

3-34 を了℃ Ⅲ a類 手ヤー ト 230 1994 954〔

777 石鏃 Ⅲa類 黒 曜 石 (腰岳 系 )

Ⅲ 皿 a鞭 黒 躍 石 (躍辱 ) 290 072 1070〔

Ⅲ をJ紀 Ш a緬 黒 躍 石 (腰写 2085 330 4704

Ⅲ 石鏃 Ha類 黒 曜 石 (腰岳 系 ) 1620 1178( 8385

3-17 石 鰈 Ⅲa類 黒 躍 石 (躍岳 系 ) 11 55

782 TH 石 縮 Ma覇 里躍 石 (腰阜 素 う 1045

17 曜 石 (腰岳 ) 1025

皿 o 曜 石 (腰岳 ) 2000 240
3-14 IIl 石鏃 Ⅲb類 安 山岩 (サヌカイト) 1865 13994 823

Ⅲ 石

`

Ⅲ b麺 チヤート 1875 285 11541

をJ£ Ⅲ b編 星 躍 石 (膠旱 系 ) 1595 065

)-23 亜 石鏃 Ⅲb類 黒 曜石 (腰岳 系 ) 035 10722

3-16 皿 Ⅲb類 黒 躍 石 (腰与 系 ) 270 7745

3-34 Ⅲ c網 安 山 岩 (サヌカイト 720 075
Ⅲ 石鏃 Ⅲb類 安 山岩 (サヌカイト)

Ⅲ 石 鰈 Ⅲb須 黒 躍 石 (躍岳 系 ) 11 55

)-17 石鏃 匝c類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1680 1460 295
Ⅲ 石 ] Ⅲ b類 賢 山 君 (サヌカイト, 1557,

Ⅲ Ⅲ c緬
~F山

岩 (サ ヌカイト 1930 1580

3-22 Ⅲ 石 鏃 肛c類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1850 1565 540 079

3-22 】D43 石 鰈 Ⅲc類 黒 躍 石 醒 岳 系 ) 1340 1278,

)-24 Ⅲ 石 鱗 Ⅲ c緬
~F山

岩 (サ ヌカイト 2570 340
)-11 Ⅲ 石 鏃 Ⅲc類 安 山岩 (サヌカイト) 1950 1615

800 皿 Ⅲc類 チヤート 1355
3-24 Ⅲ

石

Ⅲ c垣 密 山 岩 (サヌカイト 1660 1480

802 Ⅲ c類 チヤート 2065 1040

803 Ⅲ Ⅲo類 黒 隧 石 (針尾 系 ) 235 042
Ⅲ 石 鏃 Ⅲc類 黒曜石 (腰岳 系 ) 240 055 697(

第

９６

図

805 3-22 SD44 石 Ⅱb類 柔曜 石 (腰岳 系 ) 1116(

80C Ⅲ 工 b麺 チヤート 066

SD44 石 鏃 工b類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 260 050 11184

808 山 岩 (サヌカイト)

80C う-16 Ⅲ 石
!山 岩 (サ ヌカイト) 21 7 382:

石 鏃 Ⅱb類 要曜 石 (腰岳 系 ) 2050 1116(

Ⅱb類 チヤート 2090 325
Ⅲ 石

中
石

Ⅱb緬 累 躍 石 (腫岳 系 21 00 090 1512〔

Ⅱb類 黒 曜 石 2355

Ш 石 Ib鍾 黒 隆 石 (腰岳 系 320 1436〔

SD44 石 鏃 工b類 黒曜石 (腰岳 系 ) 355 059

Ⅲ 石 鍍 Ib類 黒 曜 石 ( 木水 荒 糸 , 11855

3-22 Ⅲ 石 績 Ib緬 黒 躍 石 ( 軍辱 系 ) 380 1200Z

)-24 Ш 石 鏃 Ib類 安山岩 (サヌカイト) 290 046 11303

Ⅲ 石 鰈 Ic類 黒曜 石 (腰3系 ) 7875
82C Ⅲ 石 謙 Ic麺 黒躍 石 醒 岳 系 1660 060 830〔

石 鏃 工c類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1720

822 )-22 Ⅲ 石 謙 Ic麺 黒曜 石 (腰岳 系 ) 857

Ⅲ 石 鏃 Ec類 黒曜石 (腰岳 系 ) 1260 280 12078

3-22 SD44 百 鉄 Ⅱc要目 賢 山 君 (サヌカイト 11208

石 謙 1720 062 79C

826 5 Ⅲ 石 鏃 Ⅱc類 黒曜石 (腰岳 系 ) 823

SD43 Ⅲ 石 鯨 Ic類 黒曜 石 ( 岳 系 , 840
石 維 Ic緬 黒躍 石 ( E辱 系〕 057

829 Ⅱ 石 鏃 Ic類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1070 049

石 練 Ic類 :黒躍 石 (腰写 系 ) 1190
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表27 石器観察表 5

遺物群 出土区 遺 構 層■ 器種 分類 石材
大 幅 重

取上げ番↓ レベル
(mm) mm) (mm) (m)

第
樹
図

石鏃 Ic類 業曜 石 (艘岳 糸 ) 1580 350 062
)-24 Ⅲ 百 ( 1790 1050

8331C-21 Ⅲ Ic経 賓山岩 1610 1570 1178〔

爾 百鏃 Ic暑 黒曜石 (腰岳 系 ) 1120
)-15 Ⅲ 日鏃 1610 345 892う 806〔

Ⅲ Ic輻 チヤート 1590 1010 758を

)-16 Ⅲ 百鏃 Ic類 麦山岩 (サヌカイト) 1120 1210 220 949て 816t

第

‐９７
図

3-16 SK83 Va 2035 2000 4,6F

ユー22 W Va塑名 費山岩 (サヌカイト) 2390 280 1460笠 86〔

Э-16 巨鏃 Ⅳa類 安山 775E

う-24 Ⅳaヨ チヤート 1545 1390 460
Ⅲ Va聖名 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1440 1269( 839〔

6 SD43 Ⅲ Ⅳ ぞ ヌカイト〕 2550 1690 380.4 323t

84Z D― 6 H Ⅳ
~4山

岩 1900 330
D― 5 Ⅲ 石 鏃 Va類 安山岩 (サヌカイト) 1910 1720 481 79【

D― 3 Ⅲ Ⅳ a
~4山

岩 1640 340 069
Ⅲ Wa 黒曜石 (腰岳 系 ) 1040

C― 5 Ⅲ 石 錐 Ⅳ a類 窯躍 石 jIB岳 1470 1585

84( D― 8 石 鰈 Wa 石  (

85( 3-24 爾 百鏃 Ⅳ a類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2010 1229〔

C-22 SD43 百鏃 Vぞ ( 2255 1635 440 851E

852 3-22 石 鯖 Va 里躍 石 (日 2475 2050 485 275
85【 W 石 熊 Va類 麦山岩 (サヌカ 900 879 8959

-ヽ23 SD16 Ⅲ 石錐 Va襲目 妻山 ヌカイトう 535 1659

85t 3-2 Ⅲ 石舘 Va
`サ

ヌカイトⅢ 540 802(

3-23 Ⅲ 百鏃 Ⅳa類 安山岩 (サヌカイト) 650
)-2 SD43 Ⅲ 石鰈 Ⅳ E ヌカイト 480 200 841〔

85[ う-22 石縮 Wa墾百 需曜 石 (腰岳 系 ) 585 570
)-17 Ⅲ 百鏃 Ⅳ a類 奏山岩 (サヌカィ 2090 680 1591

3-34 百鰈 Va 石 (腰編礎 2080 夕75 083
ヨー22 百縮 Va茎百 黒曜石 (月要岳 系 ) 2350 345 117
〕-13 百鰊 Va 885 255

86t 3-24 Ш 百縮 Va輩百 交山岩 (サヌカイト) 610 290 063 1174(

3-22 SD43 百鏃 Va萎亘 票曜石 (腰 110
865 3-15 Ⅲ Ⅳ al 審山井 (サヌカイト) 360 039 8981

百3 Waと百 票曜 石 445
SD22 百鏃 VattE 翠躍 石 (Л墓岳 ヨ 1320 1 70 280 056

3-15 百績 Ⅳ 雰山 岩 (サヌカイトう 1625 245 085
86C 9-16 百鏃 Va姿亘 黒曜石 (腰岳 界 1595

〕-14 Ⅲ VE ( 1060 05E 806【

第

‐９８
図

]-34 Ⅲ Wa磐百 黒曜石 (日 東 系 ) 2250 2340
〕-15 Ⅲ 百鏃 Ⅳ a類 費山岩 (サヌカ ト 1670 1735
)-11 Ⅲ Wa] 妻山岩 (サヌカイト 2065 1800 630
)-1 Ⅲ Waを百 賓山岩 (サヌカイト 1365
-ヽ22 Ⅲ Vそ 6ヽ25 1635 88f

8761C-26 Ⅳaヨ 宙

`日

軍ギ 1470 1620 370
〕-16 石鏃 Ⅳb類 黒曜石 (月 1670 1230

う-16 Ⅲ Ⅳ ! テキ 1660 555 939と

Ш VЬ騒 2155 220 1015(

88( D-17 3-23 石錐 Ⅳ b類 黒躍 石 1501 80こ

881 D-29 石 績 Ⅳ b 石 1390 590 136
D-22 石鏃 Ⅳ b類 桑曜石 (腰岳 系 ) 675 037
D-18 D-22 Ⅳ

`

695 1050 075
Ⅲ Vb墾百 黒曜石 (腰岳 系 ) 11 35 340

D-22 石 鏃 Ⅳ b類 黒曜石 (腰岳 系 ) 1250 070
C-23 Vb 2030 1110( 80〔

Ⅲ VЬ送百 黒曜石 (日 東 系 )

C-22 3D43 Ⅲ 石錐 Vb萎目 チヤート 2260 855 290 11

C-24 3D44 石 縮 Vb (サヌカイト) 220 056
C-16 Ⅲ 石 鏃 Vb萎亘 タンパク石 1980

石a‐k Vb 830 220
89, ヨー22 SD43 石鯨 Vbね 襄曜石 (腰岳 系 : 830

1 百鏃 Vb類 チヤート 2125
3-17 石鯨 Vb身 妻山岩 1675 400 055

第

‐９９
図

89f 3-22 百鏃 Ⅳ b類 黒曜石 (腰岳 系 1820
3-21 百鯨 Ⅳ L ( 1980 1810

89, Ⅲ 百縮 Wb躍 黒曜石 (腰岳 系 2190
89F 3-22 Ⅲ 石鏃 Ⅳb轟 黒曜石 (腰岳 系 1170 895C

Vbヨ 百 ( 500 1910 1822

3-22 Ⅲ Wb翌燈 黒曜 石 (月要岳 系 2485 850
〕-16 Ⅲ 百儀 Ⅳb類 業躍 石 H霞岳系 2540 1360 460 1060C

3-23 Ⅲ Ⅳ bi 1岩 (サヌカイト) 2270 1840 470 132

3-22 SD43 石鏃 Ⅳb類 黒曜石 腰 岳 系 ) 1440 1860 390 047
)-17 SD43 V! ( 1510 1 70 490 067
3-16 Vb聖層 黒曜石 腰岳 系 ) 1810 1050 053
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表28 石器観察表 6

出土 区 遺 構 曙付 器 種 分 類 石材
最 大長 最 大幅 最 大厚 重 量 レベル

(mm) (mm) (m)

第
２。。
図

90て う-24 Ib 区 身 密山 岩 (サヌカイトⅢ 460 800
C-22 7〒命 Ⅸ 麺 肇躍 石 鱚 阜 系 | 1810 530 570
C-3 石錐 D【褒目 票躍 石 (躍岳 系 2290 490 440 7767

90( 石 縦 区 ヨ 石 (躍旱 系 ) 1990 270
C-12 SD43 石鏃 Ⅸ 類 黒曜 石 (腰岳 系 2580

D-16 Ⅲ Iみ壺| 需曜 石 (桑本 水 680
⊃-2 Ⅲ て子雀 区 麺 肇躍 石 隠 幕 系 210 048 997を

C-18 Ⅲ 石鏃 瞑 覇 タンパク石 640 078
3D43 石能 区 類 220 955

ヨー38 Ⅲ 石 舘 Ⅸ 営 客 山 岩 280 086 1625 96t

C-22 石 銀 区 類 チヤート 2370 1330 770と 827て

D― 2 Ⅲ Ⅸ チヤ 2020 1210 470 803E

D 5 3D44 7〒命 Ⅸ 塔 里躍 石 鱒 阜 素 Ⅲ 1700 920
2 石鏃 区 類 黒曜 石 (桑木 水流 系 ) 1150 1150

92〔 石 鰈 区 百 (蹄 系 う 2920 1698(

D-22 Ⅲ 石鏃 区 類 安山岩 (サヌカツ 2440
A-23 Ⅲ IX 黒曜 石 (隈岳 系 2480 121

3-22 葛D44 を子3 Ⅸ 覇 甲 艘 石 r匝三 玄 690 1117(

D-22 Ⅲ 石鏃 区 類 黒曜石 (腰岳 系 1860 980 410
92〔 〕-12 区 百 (蹄 系 2760 990 3

3-23 SD48 電子命 Ⅸ 覇 里躍 石 鱈 阜 系 2260 710 400 1067( 887〔

D-17 石謙 区 類 黒曜石 (腰岳 系 1670 140
〕-24 皿 石 鰈 区 百 (日 更 系 2010 330
D-16 Ⅲ 石鏃 区 類 黒曜石 (腰岳 系 1660 410 410 836〔

D-16 Ⅳ 区 類 柔曜 石 (jI■岳 系 1510 200 067 747〔

0-22 曇D48 Ш 区 緬 翠躍 石 鰻 年 系 1610 300 4ク 0 059
D-21 石鏃 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 1500 1000 470 048

JD44 Dl 百 (隠岳 系 1500 1150 350 085 600〔 800〔

1 Ⅲ Ⅸ 福 黒曜 石 (腰モ

柔曜 石 (月要ゼ

1650 460 047

〕-22 Ⅲ Ⅸ 類 2075 1585 097 827t

Ⅲ IX 百 ( 210 015 9491

C-18 石 鏃 区 類 黒曜 石 腰岳 系 1245 032
3-2 石鱗 Ⅸ 類 黒躍 石 日凍 2025 2310 6S5
3-38 石 鯖 EXヨ 黒躍 石 (隠∵ 1780 340 665

C-16 Ⅲ 石鏃 区 類 黒曜石 (腰岳 系 1875 1045 058 467t 819t

〕-15 Ⅲ 石 縮 区 類 黒躍 石 確 辱 系 ) 1255 100 280

第

２０‐
図

B-34 Ⅲ 石鏃 Mb堰 安山岩 サヌカイト) 1765 410 410 078 1671 955〔

C-22 3D44 石鏃 Ⅵb類 安山岩 サヌカイト) 1680 380 1233〔

3-24 Ⅲ Ⅵ b 塁躍 石 (膠幕 系 ) 1680 058 889t

B-22 Mb墾電 安山岩 (サヌカイト) 2060 470 340
Ⅵ b類 安山岩 サヌカイト) 1630 050
Ⅵ b 2440 1980 480

D-17 石鏃 Ⅵb類 チヤート 2300 1710 900 262
石 謙 Mb褒目 黒 躍 石 (隠辱 系 〕 1710 1610

C-24 3D44 石 鏃 VTb型暦 安山岩 (サヌカイト) 2040 460
Ⅲ 石鏃 Ⅵ c類 需曜 石 腰岳 系 ) 1570 058 1072 8145

3-22 Ⅲ 石 鰈 Ⅵ c 審山 岩 (サヌカイトう 1520 084
B-22 石 鏃 Ⅵ c類 安山岩 サヌカイト) 1935

石 鰈 Mc 安山 岩 (サヌカイト) 1980 1760 670
C-2 Ⅲ 百鏃 ΠヽG 躇 黒曜石 (腰岳 系 ) 1285 1410 360

石鏃 Ⅵ c類 黒曜石 (腰岳 系 )

う-24 Ⅲ 石 鱗 uc 密山 岩 (サヌカイト) 1410 1810 840 078
C-23 Ⅲ 百鏃 Ⅵ 躇 黒曜石 (腰岳 系 ) 1180 280 1107C 885
3-24 Ⅲ 石鏃 Ma裟百 黒躍 石 :膠岳 系 2030 1515 550 174C

ヨー22 石 舘 Ⅵ a! ト 1880 330

B-33 SD22 石鏃 Ⅵ a類 安山岩 (サヌカイト) 2155 360
3-24? SD44? 石 Mぞ チヤート 1950 1630 490
C-23 Ⅲ 百a Mn墾目 チヤート 3010 527 1109( 884(

SD43 石鏃 Ⅵ a類 黒曜 石 (日 東 系 ) 3000 2710 790
石 舘 Ma墾百 里 躍 石 鱒 旱 系 Ⅲ 1880 1520 560

C-26 Ⅲ 百鏃 M角墾百 需曜石 (腰岳 系 ) 2240 1173 907〔

96ラ 〕-12 WIa 受山 岩 (サヌカイト) 2340 2150 780 812t

Πヽa 密山 井 (サヌカイト) 2600

)-24 石鏃 Ⅵ a類 麦山岩 (サヌカイト) 3120 2280
97C う-24 石 誰 Ma整百 景 躍 石 (腰幕 系 1505 1250 360 067

3-24 Ⅲ 百鏃 Ma整百 黒曜石 (腰岳 系 1400 1550 1211 888〔

Ⅲ 百錐 Ma萎目 黒躍 石 日更 系 2000 540 821〔

97【 う-17 ユD? 百 鱗 Maヨ 審山岩 (サヌカイトう 2230 360

百鏃 Ma妾亘 黒曜石 (腰岳 系 870 335

第
２。２
図

-ヽ32 百 謙 Mla萎百 黒 躍 石 碑 岳 系 1860 670 425 787て 829:

Э-22 百鏃 VIa美頁 票曜石 (腰岳 系

〕-15 Ⅲ 石 鏃 Mla美亘 黒曜石 (腰岳 系 2285 280 1369

97[ 〕-16 百 維 Ⅶa】 チヤート 2060 410 596`

〕-16 】D44 FT熊 VT角 /1・E 黒曜石 (腰岳 系 ) 2875 2655

98C 〕-15 Ⅲ 百錐 Mla輩冒 2800 1970 970 420 3957 803t
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表29 石器観察表 7

出土 区 遺 構 層 付 器種 分類 石 材
最 大 長 最 : 重 量 レベル

第

２。２
図

B-34 SD44 石 鏃 Ⅶa類 記躍 石 碑 旱 系 ) 2250 430
Ⅲ Ⅶ a 曜石 (腰岳 系 ) 1950 1315 400 089 810(

C-16 Mla類 黒曜 石 鯉 岳 系 ) 2040 1310 093
B-18 百鏃 ulぞ 賢山 岩 (サヌカイトう 130 1130 470

Ш 百錐 WTa輩百 黒曜石 (腰岳 系 ) 1310 370 075 443(
C-23 百舘 Mla墾百 奏山岩 (サヌカイト) 785
3-23 百鏃 Mlb婆目 奏山 岩 (サヌカイド 490 099

98E 3-22 Mlbi 賓山岩 (サヌカイト) 2340 510
Ⅲ Ⅶb類 妻山岩 (サヌカイト) 1630 83Z

99C -ヽ22 百鏃 氏用[に 百 (隠幕 系 う 410
)-21 Ⅲ Mlb軽 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2220 490
3-16 Ⅶb類 賢山 岩 (サヌカイト) 480

Ⅶ bl 1山 岩 (サヌカイト) 530
994 3-15 3D22 Ⅲ 石 VTb聖 騒 チヤート 1730 1260 8947

〕-22 石鏃 Mll 賢 山 岩 (サヌカイト) 2670 2210
〕-02 Ⅲ 石錐 WIb輩石 黒曜石 (月要岳 系 ) 1645 460 098 816こ
)-16 石 鱗 Mlb類 チヤート 2280 2020 376ワ 827こ
3-15 Ⅲ 百錐 Ⅶ b 曜石 (腰岳 系 ) 920 2821 835t
-ヽ22 百鰈 Wttb輩百 黒曜石 (腰岳 系 ) 380 070

100( A-22 百鏃 Ⅶ b類 安山岩 (サヌカイトう 40
1001 〕-15 百錐 ∇Ib 賓山岩 (サヌカイト) 60 510

D-16 Ш :石鯨 Mlb萎頁 チヤート 440 310 057 835〔

第

２。３
図

SD44 Ⅲ 百鏃 ⅦbJ 百 (膊写 系 う 2325 226
3-24 Ⅲ 石錐 VIb輩百 票曜 石 (腰岳 系 ) 2200 600 1202〔

〕-16 SD146 石 舘 Mlb去頁 黒曜石 (日 東 系 ) 2545 1890 720 1631
)-15 石鏃 Ⅶ b裟 石 (腰岳 系 ) 1550 480 1730

100; )-15 Ⅲ VIb茎百 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1730 1450 833〔

3-24 石 衛 Ⅶb類 百 (隠写 系 ) 1640 430 069
3-34 石 鏃 Mli 騒石 (月要岳 系 )

)-20 皿 石 鱗 VIb・.L ミ曜石 (燿岳系 ) 1510 1025
1011 百鏃 Ⅶ b類 チヤート 1200 290 025

D-24 百鰈 区 短 黒曜石 (腰岳 系 ) 1000 043
百鏃 Ⅸ 類 黒躍 石 (隠岳 系 ) 1835 1060

9-24 百鏃 Ⅸ 類 百(腰岳 系 ) 1630 776f

D-16 SR26 百舘 区 類 黒曜石 (腰岳 系 ) 240
D-21 】D146 Ⅲ 百鏃 区 類 百 (膊岳 系 ) 995[ 348t

1017 3-22 SD43 百鏃 区 緬 票曜 石 (腰岳 系 )

1018 )-15 I石鯖 区 福 黒曜石 (腰岳 系 ) 025 300
1019 3-2 Ⅲ 百鏃 区 類 百(腰岳 系 ) 1000 270 016
102C 3-8 肛 EX宮 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1080 014 5512
1021 )-21 Ⅲ 区 麹 黒 曜 石 (隠岳 系 ) 1 75 290 1057e

3-22 石鏃 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1150 1580 210
10ク a )-15 石 鱗 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1355 965 300 「オツホ584

102Z )-18 Ⅲ 百鏃 区 類 黒曜石 1220 300 542を a aof

百 鰈 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1340 023
)-20 SD43 百鱗 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 705
B-15 百鍍 区 類 黒 躍 石 願 年 系 う 270 010

102〔 C-3 E 石 錐 区 類 チャート 1600 1120 650 084 イリキ613 770を

D-16 Ⅲ 百鏃 区 類 黒 曜 石 鱈 旱 系 11 35 487コ 827〔
103( SR13 Ⅲ 百錐 区類 チャート 1125 013 1381
1031 )-18 Ⅲ

1石
舘 区類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 835 1080 290 022 834こ

1032 3-19 Ⅲ 石鏃 区類 黒曜石 (腰岳系 1315 335
103g 石 鰈 Ⅸ 類 黒曜石 (腰岳 系 ) 695 010

Ⅲ 石鏃 X類 黒 躍 石 ( 865 010
3-24 Ⅲ 石 鏃 区 類 里 躍 石 (膠早 ヨ 230
C-22 3D43 石 紹 区 類 黒 曜 石 (艘岳 系 ) 1070 1035 .オツホ487 827〔

C-15 Ⅲ 百鏃 区 類 黒 躍 石 仰 吊 系 ) 565 オツホ810 806〔

第
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図

C-24 百錐 Ⅷ 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1720 1578 200
D-21 Ⅲ 百鯖 Ⅷ 類 チヤート 2590 1590 208イ 833〔

104( 百鏃 Ⅷ 類 黒曜 石 (腰岳 系 ; 21 70 1100
Ⅲ 石 錐 Ⅷ 覇 黒曜石 (腰岳 系 ) 1610 1440 057

104Z 石 鏃 V肛美 (隠旱 系 う 2305 2170
百鏃 Ⅷ tH(H果 糸 ) 1735 000

哄-23 「澄,察 Ⅷ 類 黒曜石 (躍岳 系 ) 1900 1480 660
104C )-1 Ⅲ 巨鏃 Ⅷ 類 黒曜石 (腰岳系 ) 1535 1450 054
104G う-1 SD43 石 舘 Ⅷ 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 8301 1290 450 062
104フ )-16 百鏃 Ⅷ 類 黒躍 石 確 幕 系 〕 7601 1110

3-24 Ⅲ 石 鏃 Ⅷ 緬 黒躍 石 仰 阜 系 Ⅲ 15101 910 1205( 89051
)-21 Ⅲ 百鏃 Ⅷ 類 黒曜石 (桑六フk流系 〕 14751 265 320 1052七 8555:
3-22 Ⅲ 百鏃 Ⅷ 麺 黒躍 石 鱈 幕 系 う 1310! 1225 038

第

２。５
国

SD43 百鏃 区類 票曜 石 (腰岳 系 ) 13001 1590 390 042 1176 8121
105を SD43 百鏃 区 類 柔曜石 (腰岳 系 11851 1210 018 174,
1053 百鏃 区類 黒曜石 (腰岳系 10001 810

Ⅲ Ⅸ 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 12051 11 55

Ⅲ 石鏃 区 類 桑躍 石 (日 吏 系 32151 262: 801:
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表30 石器観察表 8

図 群 出土 区 遺 橋 層 位 器 種 分 類 石 材
最 大 長 最 大幅 最大厚 重 量

取上げ番手
レベル

(mm) (mm) (富 )

第

２。５

図

区 ヌカイ 240 330 800〔

石 鏃 区 類

安 山岩 (サヌカイト)

黒曜 石 (腰岳 系 )

480 310 4969

390
石 区 ヌ 220 330 047

3-22 チャート 280 042
1061 C-24 石 区 石 ) 205 310 034
1062 D-16 石 区 1490 320 044

2 SK83 皿 石 鏃 区 石 系 2255 1655 380 1475(

1064 区 死J( 400
1065 3-5

皿 石 鏃

区 類 安山岩 (サヌカイト)

黒曜石 (腰岳系 )

860 310
3-22 1330 260 782( 824〔

1067 )-16 Ⅲ ) 1920 500 350 9942

1068 区 類 山岩 (サヌカイト)

1069 皿 区 ( 695 1130 9466 8195
1070 Ⅲ 1075 555 360 053
1071 )-23 SX85 区 類 黒曜石 (腰岳 1205 225 034
1072 Ⅲ 1940 030 9491

1073 )-21 】D43 11 70 055 10453

107コ 3-16 ( )

107る 〕-15 ヤート 062
-ヽ36 区 類 ヤート 11 75 290 053

〕-24 ) 580 1490 057
)-18 岳 系 ) 040 090 027
)-23 区 類 石 (腰岳 系 ) 940 440

108( 区 620 093
1081 )― 石 系 ) 520

石 鏃 区 石 390 072 503 82」

108( D-16 Ⅲ 区 049 454〔

B-30 百鏃 区 類 黒 曜石 (腰岳 系 イリキ17■ 7655
108: D-23 Ⅲ 石 鏃 区 類 黒 曜 石 (1堅 岳 系 025 10671 874〔

D-18 石 鯨 区類
|

黒 曜石 (腰岳 系 ) 1230 035 300
C-15 Ш 百鏃 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 975 900と 8127

第

２０６
図

10RF Э-22 SD43 石鏃   I 未製 品 | 安 山岩 (サヌカイトう 850 3950 67 499ζ

B-22 Ⅲ 石鏃   ! 夫製 得 責山岩 (サヌカイト) 3440 4410 11 20 1718 1495( 8645
C-16 石 鰈 未製滉 黒曜石 (腰岳 系 ) 2100 278〔

1091 C-16 チヤ 1700 2930 8771

Ⅲ 百絵 未製 吊 黒曜 石 (腰岳 系 ) 31 60 2490 11564 8865
109t 3-22 皿 石 鏃 未製 品 黒曜石 (日 東 系 ) 2480 920 844〔

→   1145
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表31 石器観察表 9

出土 区 遺構 層

`
器種 分 類 石材

最 大 長 最大幅 最 大 厚 重 号
取上げ番

=

レベル

lmmう (mm) m)

第

２。６
図

C-16 SD43 未製 品 黒曜石 (日 東 系 ) 630 318 2084 333〔

109〔 C-24 Ⅲ 夫 剣 晶 石 2850 1840 840 322 1012

D-15 百鏃 未製 品 チヤート 2500 1860 660 302

C-22 SD44 Ⅲ 夫 製 品 2430 2480 990 616 7547 839t

B-16 百鏃 未製 品 黒曜石 (腰岳 系 ) 1140 2480 640
D-22 Ⅱ 石 鯖 未 石  ( 系 ) 1790 1300 410 077 278E 836〔

B-22 Ш 石 鏃 未製 掃 黒曜石 ( 2660 1800 640 287

D-16 Ⅲ I石 鯨 未製 民 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2100 2560 10801 859〔

D-23 肛 百鏃 未製 母 石  ( 1900 2520 690 283 1065C

C-15 Ⅲ 未 裂 民 黒曜 石 (腰岳 系 ) 3070 2110 510 1683写

弓―ク0? 未製 滉 石 730 670 339

1051D-16 百鏃 未 製 混 黒曜 石 (日 東 系 ) 3210 2230 645

)-24 Ⅲ 百舘 未製 漫 石 3110 1890 920 479 1205C 890〔

D-24 百鏃 未 製 爆 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2250 1690 680 224
081B-34 百簾 未 ( 勇冬) 2190 1590 540

第

２。７
図

)-24 百鏃 未 製 爆 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2010 1230 530
101D― 来 ( 所冬) 1850 1870 7

1 )― 爾 不子命 夫製 得 !山 井 (サヌカイド 1380 560

)― Ⅲ 未 百(腰岳 系 ) 2160 1480 6731

Ⅲ 百縮 来型 得 チ 1650 1490 360 077 772 823〔

3-24 百錐 未 製 得 黒曜石 (腰岳 系 ) 2040 1730

〕-16 石縮 石 ) 2100 1720

3-22 百鏃 未 製 得 黒曜石 2220 1400 370 106 747C

17 )-16 百鮪 未 ヨ τ子( ) 2520 1340 720 373
SD16 百鏃 未 製 得 黒曜石 (腰岳 系 ) 2060 1470 540

3-21 Ⅲ 百鯨 禾 裂 軒 I子 ( ) 1720 1163Z

3-22 百鏃 未 製 母 里躍 石 (應阜 系 う 2050 1630 460

〕-17 百鯨 未製 S チ ヤ 3580 1700 1110 623

〕-22 百鏃 未 製 母 睾躍 石 碑 阜 系 Ⅲ 1870 1460 680 208

3-22 百鰈 未製 S 黒曜石 (腰岳 系 ) 1720 530

3-22 石 鏃 未製 母
~tl

|う辞 1480 1450 490 ミイリキ

Ⅲ 百錐 未製 漫 黒曜石 (腰岳 系 ) 1770 730 226 10801 859と

lD43 百縮 来鯉 滉 羅ξ( 1930 1400 550

3-23 百錐 未製 湿 黒曜石 (腰岳 系 ) 1900 410 090
う―クク 百鯨 未 ヨ 羅f( 1560 1300 590 111

3-22 百錐 未製 母 黒曜石 (腰岳 系 ) 1460 1170 440 060
3-23 石鰈 禾 裂 軒 ( 勇冬) 1130 1910 970 246

石 鏃 未製 母 黒 曜石 (腰岳 系 ) 2510 1690 730 284
]-34 百練 未製 母 ( 勇冬)

3R14 百鏃 夫剣 得 里躍 石 (膠阜 : 200 1650 520 207

SD22 百錐 未裂 母 (サヌカイト) 2680 1ヽ 10 111

C-23 百鏃 夫剣 繹 里躍 石 (日 1040

Ⅲ 百錐 未製 滉 黒曜石 (躍岳 系 ) 1920 1250 078 338C

石能 未製 母 里躍 石 (膠阜 : 1600 052

第

２。８
図

C-22 百鏃 未製 湿 安山岩 (サヌカイト) 2440 2670 990 782

C-22 石誰 未製 母 石 2020 550

4( D-23 Ⅲ 百鏃 未製 湿 黒曜石 (腰岳 系 ) 1000 1760 230 037 100も ( 847〔

Ⅲ 石縦 未製 母 チヤ 1950 1610 9411 8155

B-15 百鏃 未製 湿 チヤート 1600 2130 860 298

a-3 Ⅲ 石能 未製 母 石 1440 1770

C-22 Ⅲ 百鏃 未製母 黒曜石 (腰岳 系 ) 2020 2090 670 1052 855こ

〕-17 Ⅲ 石錐
‐ヌカイト 1970 1630 164〔

B-34 Ⅲ 石 鏃 未製 母 チヤート 3200 625 10211

Ⅲ 石謙 (腰岳 系 ) 1490 1520 092 888〔

D-22 SD43 石誰 来型 澪 里躍 石 鱒 早 : 1200 1210 290 030 134( 8175

第

２。９
図

D-16 Ⅲ 石鰈 賓 | ヌカイ 1440 378′ 827[

C-22 石誰 来型 繹 里躍 石 (日 頁 : 1960

A 23 石錐 未製 湿 玉髄 1910 550
石謙 未製 母 里躍 石

`R軍

旱 E 1520 380 067

B-23 SD44 百鏃 未製 湿 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1270 1500 400 068

B-23 Ⅲ 石鰈 未製 滉 石  ( 950 1600 250 032 810(

D-13 百鏃 未製 湿 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1860 580 460 129

Ⅲ 石能 石 1970 200 069 894; 8037

5 B-22 SD43 百鏃 未製 湿 黒曜石 (腰岳 系 ) 1600 550 550
A-22 石鰈 来輿 滉 石 1350 400 073

百鏃 未製 扉 女山岩 (サヌカイト) 2150 00 520 こイ町羊

C-14 百謙 禾 裂 籠 590 137

9-24 Ⅲ 石 鏃 未製 扉 玉髄 2490 2220 1000 365 963

〕-16 石謙 来 2140 8771 7

C-14 石縮 来禦 澪 里躍 石 (隠阜 : 2420 670

D-21 SD16 百鰈 未 1700 1060( 8

石縮 来禦 得 チヤート 1550

〕-22 百錐 未 製 屁 黒曜石 (日 東 系 ) 2270 1870 890
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第209図  出土遺物 石器 (20)石鏃

②石匙(第 210～ 213・ 219図 1167～ 1211■291～ 1295)

薄 く剥ぎ取つた剥片の一部を刃部 とし,他の一部

に両側から袂 りを入れてつまみ部を作 り出す石器で

ある。刃部は両面か ら丁寧な押圧剥離を行つて,直
線 あるいは曲線をなしている。つまみ部分がなくて

も同様の手法で刃部を作 り出しているものも石匙に

力日えてある。石匙はいろいろな物を切るための万能

な道具であ り,いつでも使えるようにつまみには紐

を結びつけて常に携帯 していたと考えられている。

切れ味が悪 くなった場合は,再び押圧剥離を行い
,

新 しい面を作 り出して使つていたと考えられる。 し

たがつて,つまみ部分は製作 した当初から変化がな

いのに対 し,刃部の形は製作時′くとは違つた形をし

ているとみる方が良いだろう。今回大坪遺跡で出土

した石匙をみると,ま とまった形がなく,ほ とんど

⌒

それぞれ個性的な感 じを受けるのは,刃部の形態に

まとま りがないためだ≧推察される。それは使用頻

度が高 く,刃部の再生を何度も繰 り返 したためだ と

考えられる。その理由としては,つまみ部の形態が

1167と 1175,1174と 1178及び 1182,1177と 1181

のように類似 しているからである。

大坪遺跡出土の石匙が他の遺跡や異なる時期 の

石匙 と異なる点は,鋭利な角度を持つものが 1167

ぐらいで,ほ とんど無いとい う点である。発掘作業

に参加 していただいた剥製製作者の赤松貞行氏によ

ると,鹿や猪を解体する場合は 2種類の刃物が必要

であるとのことである。一つは鋭利な角度の先端 を

もち,直線的な刃部の刃物である。これは,肉や脂

肪が厚い部分を切るのに適 しているとのことである。

もう一つが湾由した刃部の刃物で,頭部や脚部な ど

r/＼ 1152

-

白寒巌執
今
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第212図  出土遺物 石器 (23)石匙

-250-



Ｏ

耐

Ｈ

Ｈ

ｂ

ｙ

◆

内
刈
螂

1203

第213図  出土遺物

骨に近い部分で使 うとい う。 これは硬い骨に刃があ

たると刃こばれ しやすいか らであるとい う。ガラス

質の石材でつくられた石匙 も同 じように刃こぼれ し

たと思われ,同様な使い分けがなされていたと推察

される。鋭利な先端部が少ないのは,刃部の再生が

繰 り返されて小さくなったことによることと,多 く

出土 している剥片がその役 目を担つたからだと考え

られ る。また,南九州では弥生時代になると石匙は

全 くみられなくなるので,縄文時代晩期まで営まれ

た大坪遺跡でも石匙の終焉が進んでいたのではない

かと想定される。本遺跡出土の石匙が,他の時期の

石匙 と比較 して,粗雑な感 じを受けるッ点も,規格性

く

石器 (24)石匙

がなくなって次第に必要な道具でなくなったのでは

ないかと推察 される。

0                 4cm

⇔
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第214図  出土遺物 石器 (25)ス クレイパー

③スクレイパー (第 214～ 219図  1212～ 1296)

1212～ 1227は ,微細剥片の末端に 45度以上の急

角度の二次力日工を施す掻器であ り,刃部は凸形で半

月形 となる。1217は上部の両側から浅い袂 りを入れ

てあるので,石匙に分類 しても良いものである。

1228～ 1238は,厚 めの剥片の一面を全方向か ら剥

離 した母指状のスクレイパーである。端部は角度が

急であることから,掻器 として用いられた と考えら

れ る。 1235は 石核を利用 したものである。

1239～ 1252は ,微細剥片の側縁に 45度未満の角度

で二次力日工を施した削器である。刃部は直線的である。

1265～ 1271は,剥片の一部に内湾 した二次力日二部も

しくは使用部分があるノッチ ド・スクレイパーである。

1253～ 1264・ 1272～ 1290。 1296は,それぞれ二次

力日工あるいは使用痕のみられる剥片であ り,他の剥

片石器に分類されるべきものも含まれている。

1291～ 1295は,石匙に含めても良いものである。

④石錐 (第 220・ 221図  1297～ 1340)

石錐は回転によつて孔をあける道具であり,遺跡で出

土する封象物は土器の補修孔ぐらいであるが,木や骨

や皮などあらゆる素材に対して使われたと考えられる。

丁寧な剥離を加えて細長い錐部をつくり出し,断面は概

ね三角形をなしている。断面の角数が少ないほど一つ

一つの角度は鋭利となるので,対象物を削るのに都合

が良かったと考えられる。この角がとれているほど使用

頻度が激しかったことになり,水平方向に擦痕がみられ

れば回転させながら使用したことになる。したがつて錐

部の先端に水平方向の擦痕が観察されたものを石錐と

した。また,錐部が欠損していてもつまみ部分がはつきり

つくり出されているものについては石錐として扱った。

つまみ部と錐部との境がはっきりするのは,1302～

1307・ 1312であり,1304と 1312は直接手で持って使用

したとしても十分使える大きさである。1297～ 1301は ,つ

まみ部がなく錐部だけのものである。植物質や骨を利用

母凸
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表32 石器観察表 10

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材
(g)

第

２‐０

図

C-22 SD 44 許

賓山 岩 (サ ヌカイト)

D-24 Ⅲ 計

雫曜 石 (腰 岳 系 )

7 〕-4 Ⅲ

チヤート
Ⅲ

冤山 岩 (サ ヌカイト) 387〔 51 924
石 タンパク石 11 78
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第216図  出土遺物 石器 (27)ス クレイパー
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表33 石器観察表 11

出 土 区 遺 橋 層 位 器 種 分 類 石 材
最 大 長 最 大 幅 最 大 厚 重 量

取上げ番手
レベル

(mm】

第

２‐‐

図

D-24 巨匙 安 山 岩 (サ ヌカイト) 753( 43 6( 1460 4077
山 岩 (サ ヌカ イ ト) 386( 269〔 11744 886

7 C-16 石 匙 需曜 石 (日 東 系 ) 28 2( 1740
C-15 Ⅲ 百 匙 黒曜 石 (腰 岳 系 ) 349( 21 70 11 00 9114

2763 335〔

17 Ⅲ 石 匙 安 山 岩 (サ ヌカイト) 159( 26 10 8345
Ⅲ 百 匙 霙 山 岩 (サ ヌカイト) 2240 3927

Ⅲ 石 匙 チヤート 2870 797C 2064
3-32 百 匙 需曜 石 (日 東 系 ) 2220 268℃

石 討

3-16 石 匙 賓山 岩 サヌカイト 3640 486Ю 1689 7709

曜 石 (日 東 系 ) 2560 3990 2274

第
212

図

)-1 Ⅲ 百 匙 震山 砦 サヌカイト

D-18 Ⅲ 石 匙 山 岩 サヌカイト 4230 446( 1200 2323 7025 8335
山 岩 (サ ヌカイト 3820 380( 1300 149( 1070 8615

9 冨 註 山 岩 サ ヌ方イト

9 石 匙 山 岩 サヌカイト 3530
山 岩 (サ ヌカイト) 2450

石 匙 霊山 岩 サヌカイト

9 Ⅲ 石 匙 黒 曜 石 日東 系 ) 2970 244〔

曜 石 (腰 岳 系 ) 2460 29 7( 1200
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表34 石器観察表 12

出 土 区 遺 橋 層 位 器 種 分 類 石 材
昌 大 長 晶 大 幅 晶 大 匡 壼 昌

(mm) (g) im)

第

２‐２

図

曜 石 子系 ) 1770 1920
)-25 石 記 里 躍 石

Ⅲ 石 亀 黒躍 石 Л藝岳系) 2800 2480 900
1202 Ⅲ 石 匙 黒躍 石 日東 系 ) 1650 2930

第

２‐３

図

1203 〕-14 石 曜 石 ) 2700 2740 1200
1860 3380 10179

Ⅲ 石写し 審山 岩 サ ヌカイト 8450 200
1206 ユー23 石 匙 交山 岩 (サ ヌカイト) 2290

SD146 百 匙 チヤート 3190 1430 800 16316

石早ヒ 里躍 石 日東 系 ) 3970
石 匙 曜 石 躍 与 系 ) 2930 1000

「
-3031 豪 主 百 匙 賢山 岩 サヌカイト)

を弟

２‐４

図

スクレイ′ヽ一 黒曜 石 岳 系 ) 1690
SD43 スクレイパー 里 躍 石 陣 幕 系 う

3-14 スクレイ 里躍 石 膠 幕 系 ) 2080 1940
Ш スクレイ 石 系 ) 1960 1225

百 (】豊岳 系 ) 2155
スクレイ′く― 里 躍 石 (肛

末クレイアヾ― 里躍 石 (1愚 岳 系 ) 31 50

)-22 Kクレイ′く― 石 (腰 岳 系 ) 1590

) 1935
スクレイパー 里躍 石 鯉 旱 系 ) 650

1222 スクレイ′`一 雲 石 (隠与 ; う 2310 780
3-22 スクレイ′`一 累 石 (躍与 系 ) 2395

SD44 スクレイ′ヽ一 石  ( 勇R) 1525 320

3-2 入クレイ 零躍 石 (隠年 繁 | 275
えクレイ 塁躍 石 (躍 岳 系 ) 3210 2535 11 50

第

２‐５
図

)― Ⅲ スクレイパー チヤート 21 00 2945 809【

7967

κクレイパー 玉糀 2275 2810
Ⅲ Rクレイパー 石 (腰与 系 ) 2865 2595 1180

1232 SD43 Kクレイパー 雫 石 (日 勇R) 2650 2310
1233 Kクレイ′ヽ一 黒曜 石 ( 岳 系 ) 1930 1810 276

1235 百 核 玉鮪 3450 2535
Kクレイアヾ― 黒曜 石 ( 尋 2725 2340 1235
Kクレイパー ミ曜石 (日 ) 3200 3075
Kク レイ′く―

第

２‐６

図

Kクレイ′く― 里躍 石 R悪 早系 1685

Kク レイ′く― 曜 石 ) 2160 775
Kク レイパー 黒曜 石 (腰 岳 ) 2915 330
Kク レイ 黒曜 石 腰 岳 糸 21 65

Kク レイパー 里躍 石 陣 阜 素

124と Kク レイパー ≧躍石 陣 幕 系 665
くクレイパー 曜 石 系 ) 1740 1745
(ク レイ′ヽ一 冤山 岩 (サ ヌカイト) 2945 1720

Kク レイ 亀躍 石 膊 早 系 ) 3220 665
くクレイアミー 曜 石 ( ) 3435 2155

125( くクレイ′ベー 黒曜 石 (腰 岳 ) 1575 2430

125′ う-17 くクレイ′く一 霞躍 石 日東 系 う 990
B-22 くクレイ′ヽ一 霞躍 石 陣 阜 系 ) 1540 575

1254 B-23 くクレイパー 曜 石 ( 系 ) 2355 1505
A-22 くクレイ′ヽ一 黒曜 石 ( 岳 系 ) 2155 21 45

第

２‐７

図

くクレイパー

C-23 スクレイパー 里暉 石 日東 系 2340
B-14 スクレイパー 黒 曜 石 易盗) 2530 2290

125( B-22 黒曜 石 ( 岳 系 ) 1805 1940 122
スクレイ′く一

D-13 Ш スクレイアく一 里躍 石 日東 系 3090 3680 1090
D-18 Ш スクレイパー 石  ( ヨ氏) 2555 1700

126( C-17 スクレイ′く― 石  ( 終) 31 25 2120 640 807【

B-22 曜 石 (腰岳 系 ) 1970 1630 088

C-18 1550 2010
B-19 2220 2320
B-22 1300 1710

D-22 1670 2520 330
D-24 2320 4010

第

２‐８

図

9-14 スクレイアヽ一 黒曜 石 (日 系 ) 1260 2350 525
スクレイ′く― 黒曜 石 (1要 1435 1595 320 045

SD13 Kクレイ′く― 里躍 石

3-2 Rクレイ′く― 里躍 石 (R藝 尋 系 ) 1815 1400 450 074
9-12 SD44 スクレイパー 曜 石 ( ) 2320 590

スクレイ′ヽ一 ミ曜石 (腰岳 ) 2295 2680 785
Kクレイ′く一
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第217図 出土遺物 石器 (28)ス クレイパー
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表35 石器観察表 13

出上 区 遺構 曙疱 器種 分 類 石材
最大 長 長 : レベ)レ

(mm) (mm) (m)

第

２‐８
図

1279 SD43 Kクレイパー 需曜石 (腰岳系)

翠躍石 (日 吏繁 )

2900 1430 238
スクレインヾ― 3315 680 347
スクレイパー 黒曜 石 確 旱 系〕 2655 625 390

128と う-15 Ⅲ Kクレイパー 安 山岩 700 3070 290 2378

C-22 3D43 Rクレイン`一 百 (腰岳 系 ) 3195 2150 715
1ク A〔 B-33 κクレイパー 石 3925 2440 900 570

B-14 くクレイ′く― 具 隠 石 (膠 3430 815 612
くクレイ′く― 具 躍 石 (隠岳 系 1980 590 093

D-12 Kク レイパー 黒 曜石 (腰岳 系 1855 816Z
C-2 くクレイパー 黒 曜石 (腰岳 系 ) 2490 1515 755 203
3-20 スクレイパー 黒 曜 石 (腰岳 系 ) 1350 1755 770

第

２‐９
図

C-15 Ⅲ スクレイパー 安 山岩 (サヌカイト 7740 1870 7674 82て

Ⅲ スクレイ′く― 安 山岩 (サヌカイト 5770 4770 1320 14862 885t
129( スクレイパー 安 山岩 (サヌカイト) 4110 1320 2441

〕-03 Ⅲ スクレイッヾ一 安 山岩 (サヌカイ 4290 860 820 758〔

スクレイパー 安 山岩 (サヌカイ 845 572
17 衝製上掘具 9720 22000 832と 83て

第

２２０
図

3-23 Ⅲ 石 錐 黒曜石 (腰岳系) 4720 620 225 1584と

)-23 Ⅲ 百錐 安 山岩 (サヌカイト) 590 216
3-14 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2310
3-24 Ⅲ 黒曜 石 (膠岳 系 ) 2060 310 1176〔

1301 3-25 I 石鮮 ト 2420 064
1302 3-22 SD43 石 錐 安山岩 (サヌカイト) 3360 1670 500 1283笠

180『 3-32 Ⅲ 石 錐 5080 1370 1692〔 956〔

)-23 Ш 石 錐 チ 420 880 1072〔

〕-16 百錐 安山岩 (サヌカイト 776( 835t

黒曜石 (腰岳 系 ) 1480 620 エノキタ
1307 〕-15 Ⅲ 百鮮 チャート 1200 055 818C

130E )-16 Ⅲ 百錐 1山 岩 (サヌカイト) 250 1442 835t
3091C-15 Ⅲ 百錐 妻山岩 (サヌカイトう 580 360 034 800t

百錐 黒曜石 (隠岳 系 )

3-22 百錐 妻山岩 (サヌカイト) 2570 099
Ⅲ g鮮 賓山岩 (サヌカイト) 087 914℃ 43

3-32 日鉾 チ ハ 2220 1930
C-16 Ⅲ 石tt チ ハ 2610 1990 650 948〔

ヨー20 SD44 石 錐 妻山岩 (サヌカイトう 1910 1500 400
3-22 百錐 黒曜石 (隠岳 系 ) 790 215

1 Ⅲ 百錐 柔躍 石 (日 東 系 | 1480 408
1 石 舘 交山岩 (サヌカイト) 1510 1159

1319 )-18 石 舘 チャート 2630 1340 7421 840〔

132( )-11 Ⅲ 百舘 安山岩(サヌカイト) 2940 1560 43

第

２２‐
図

-ヽ86 SD146 石 錐 (サヌカイトう 670 16316 43

132, 3-22 百錐
‐4山 岩 (サヌカイト) 3600 820 13397

百錐 変山岩 (サヌカイト〕 3090 1000 ミイリキ

錐 黒曜石 (腰岳 系 ) 3110 400
3-14 百鮮 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2160 460 072

百錐 チヤート 2270
Ⅲ 石錐 黒曜石 (腰岳系) 2080 410 067

ヨー23 石錐 黒躍 石 僻 尾 系 〕 2180 980
3-22 SD43 石 4 票曜 石 (躍岳 系 ) 880
C-22 石 帝 黒曜 石 (腰岳 系 ) 580 650 299

331 石 鱗 黒 曜石 (腰岳 系 ) 3100 640 300
aaヶ 3-21 石 錐 曜石 (腰岳 系 ) 2700 1250

3-22 SD44 百錐 ト 2290 1220

した柄 があって,は
られ る。1313～ 1340

りしない ものであ り

ヤヽ。

じめて使用 された石錐だと考え

はつまみ部 と錐部の境がはっき

,柄が使われていた可能性 も高

⑤ピエス・エスキーユ (第 222・ 223図  1341～ 1387)

ピエス・ェスキーュは楔形石器と呼ばれ,木や骨な

どの姑象物を割る時に用いる道具と考えられている。

対象物に楔形石器を当て,ハンマーで上から叩くこと

によって割るので,上部には上からの力が力日わり,下
端には下からの力が加わる。このような両極打法に類

似する作用によって,上下両端からの剥離が観察され ,

断面形はレンズ状となる。上下端はそれぞれ直線状の

刃部となっている。指で摘めないはど小さなものもあ

るので,対象物に溝を彫つて割ろうとする方向と平行
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表36 石器観察表14

∫             1339

第221図 出土遺物 石器 (32)石錐

コ番+ 出土 区 遺構 居付 器種 分 類 石 材
大 太

取上げ番f
レベル

(mm) (m)

第

２２‐

図

石錐 課曜石 (腰岳 系 )

えf(仰g

Ⅲ 記躍 石 (日

石錘 記曜 石 (腰岳 系 )

チャート 1320
3-2 Ⅱ 里躍 石 (陣年 系 Ⅲ 2450 530 454 ミ370

1340 Ⅱ 石錐 ミ曜石 (腰岳系)

第

２２２

図

1獣目 躍 石 (晦

1342 1類 黒曜石 (腰岳 系 )

:エスエスキ fl 1 ( )

1344 皿 1 テヤ

1345 1類 黒曜 石 (腰岳 系 )
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1389

『0医晒

第224図  出土遺物 石器 (35)刃潰 しのある石器

に楔形石器を置いたと推察 される。

大坪遺跡出土の楔形石器は,次の 6類に分類でき

そ うである。 1類 (1341～ 1353)は,断面 レンズ状

でほぼ正方形の平面形をなし,上下直線状の刃部を

もつもので,通常認識 される一般的な形態である。

2類 (1354～ 1358)は ,断面形 と刃部は 1類 と同様

であるが,平面形が横長で長方形を呈する。刃部の

長 さが広 く,使用度の低い最初の形態 と考えられる。

3類 (1359～1365)は ,断面 レンズ形 とい うのは同

じであるが,刃部の一方は直線状でもう一方は失つ

てお り,平面形は三角形 となる。使用度は高いと考

えられる。 4類 (1366～ 1871)は断面レンズ形で両

端が尖 り,平面形は菱形をなす。使用頻度が極めて

高いのか,あ るいは対象物の違いによるものかもし

れない。 5類 (1372～ 1380)は ,断面が楔形で両端

とも直線状の刃都 となるものであり,最初の形態の

可能性がある。 6類 (1381～ 1387)と したものは ,

使用中に破砕 したものであると考えられる。

⑥刃潰しのある石器 (第 224図  1388～ 1394)

ブランティングと呼ばれる刃潰 しが縁辺の一部

に観察される石器である。大きさや厚さはそれほど

差はないが,平面形はそれぞれ異なっている。旧石

器時代のナイフ形石器や台形石器に施されるブラン

1392

0           4cm

ティングに極めて頚似 している。

②石核 (第 225～ 227図  1395～ 1415)

石核 は原石か ら目的 とする剥片を剥ぎとつた後

の残 りであり,剥片の大きさや剥ぎとった順序がわ

かる。大坪遺跡出土の石核は次の 5類に分類できる。

1類 (1395～ 1398)は小礫を素材 溢するもので,分
割により平坦な打面を形成 した後,同一打面から表

と裏の 2面を剥いだものである。2類 (1399・ 1400)

は小礫を素材 とし,分割により平坦な打面を形成す

るのは 1類 と同様であるが,同一打面から 1面のみ

剥 ぐものである。 3類 (1401・ 1402)は剥片を素材

とするものであり,平坦な主要剥離面を打面とし,

両側面か ら剥 ぐものである。 4類 (1403～ 1405)は

小礫を素材 としたもので,前の作業面を打面 とす る

打面転移がみ られるものである。5類 (1406・ 1407)

としたものは礫を素材 とし,周辺から中心に向かつ

て剥 ぐ求心的な石核 と呼ばれるものである。1408～

1415は大型の厚みのある剥片を分割 したものを素

材 とし,広い平坦面を打面にして剥片を取つている

ものである。
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表37 石器観察表15

目醤唱 意物群 出土 区 遺構 層匈 器種 分類 石材
昂 大 早 昌 大 重 昌

取上げ番→
べ,レ

(mmう (mm) (mm) (m)

第

２２２

図

エスエスキ‐コ 1雲目 黒躍 石 (日 吏 系 )

C-14 エスエスキ‐コ 1獲百 黒躍 石 (膠岳 系 ) 42

A-22 エスエスキ‐コ 1ユ輌 黒躍 石 (膊岳 系 ) 840
エスエスキ‐コ 1輩百 黒隠 石 (膠岳 系 )

」エスエスキ‐コ 1ヨロ 黒暉 石 (膠岳 系 )

1351 C-14 :エスエスキ‐コ 1至自 黒隠 石 (膠岳 系 ) 42

135′ エスエスキ‐コ 1萎自 黒隠 石 (艇岳 系 ) ミイリキ 42

135【 D-18 Ⅲ :エスエスキ‐コ 1褒自 黒隠 石 (躍岳 系 ) 700 707e 42

:エスエスキ‐コ 2稲 黒隠 石 (隠岳 系 ) 42

スキ‐コ 2堰 黒曜 石 (躍岳 系 ) 42

)-21 Ⅲ fエスエスキ,コ 2堰 黒曜 石 (躍岳 系 ) 42

B-21 fエスエスキ‐コ 2矩 黒曜 石 (躍岳 系 ) 42

fェスェスキーコ 2矩 黒曜 石 (日 東 系 ) 42

3-21 fェスェスキーコ 3短 黒曜石 (躍岳 桑 ) 42

13601B-22 fェスェスキ=コ 3矩 票曜石 (躍岳 系 ) 42

1361 3矩 黒躍石 (腰岳 系 ) 700 42

-ヽ31 3矩 黒曜石 (腰岳 桑 ) 640 42

〕-23 3類 需曜石 (腰岳 桑 ) 42

3類 票曜石 (躍岳 系 ) 42

13651B-2 Ⅲ 3類 票曜石 (腰岳 系 ) 780 ミ887 766i 42

第

２２３
図

〕-23 4類 票曜石 (腰岳 系 )

3-23 4類 襄曜石 (腰岳 系 )

13681D-23 4類 裏曜石 (腰岳 系 ) 570

4類 黒曜石 (腰岳 系

〕-16 Ⅱ b 4類 チヤート 930 832

1371 4類 黒曜石 (腰岳 系 ) 700

〕-15 Ⅲ 5類 チヤート 910 822i 794〔

5類 チヤート

5類 黒曜 石 (腰岳 系 )

〕-16 5類 黒曜 石 (鰹岳 系 )

5類 果曜 石 (腰岳 系 )

)-16 Ⅲ 5類 舞山岩 (サヌカイト) 810

13781B-24 5類 チヤート

〕-17 Ⅱ b 5類 費山岩 (サヌカイト)

〕-17 :エスエスキ=コ 5麺 柔曜 石 (腰岳 系 910 858Z 722t

1381 3-22 6類 柔曜 石 (腰岳 系 42

6類 柔曜石 (腰岳 系 42

)-24 :エスエスキーコ 6麺 柔曜石 (腰岳 系 460 42

fエスエスキーコ 6類 柔曜石 (腰岳 系 42

6類 柔曜石 (腰岳 系 ) 520 42

13861D-22 6類 柔曜石 (腰岳 系 ) 290 42

)-18 6麺 柔曜石 (腰岳 系 ) 42

第

２２４
図

〕-22 刃潰し

)-23 刃潰 し 141

13901B-20 SD44 刃潰 し 242

1391 )-22 刃潰 し 490

13921B-32 刃潰 し 227

3-24 Ⅲ 刃潰 し 214

〕-22 SD43 刃潰 し 176

第

２２５
図

〕-16 Ⅲ 百核 1雲目 黒躍 石 (日 東系 ) 2570 31 90 2325 1777 2048

1396:D-21 Ⅲ 百核 1雲畠 黒曜 石 (躍岳 系 ) 2075 31 20 1800 1181 10017

3-21 百核 1雲壇 黒躍石 (日 東系 ) 2410 3640 1440 1478

C-15 Ⅲ 百核 1姿豊 黒曜石 (躍岳 系 ) 2475 1353

百核 2矩 黒曜石 (日 東 系 ) 2255 2295 1981 ミイリキ

D-23 Ⅲ 百核 2短 黒曜石 (躍岳 系 ) 2770 878

1401 B-22 百核 3類 黒曜石 (日 東 系 ) 1420 1211 43

D-17 Ⅲ 百核 3類 黒躍石 (日 東 系 ) 2367 43

第

２２６
図

C-22 冨核 4類 黒曜石 (日 東 系 ) 2335 1862 43

A-22 百核 4類 黒曜石 (腰岳 系 ) 1560 2530 43

D-12 Ⅲ 日核 4類 黒曜 石 (日 東 系 ) 4865 2740 4137 810こ 43

百核 5類 黒躍 石 (躍岳 桑 ) 1812 2200 3160

D-23 Ⅲ 百核 5緬 黒曜 石 (日 東系 ) 3590 3195

第

２２７
図

B-22 百核 1451

C-23 Ⅲ 百核 898電

D-22 3D43 百核 1360

1411 A-32 Ⅲ 百核 1697(

C-17 Ⅲ 百核

A-22 Ⅲ 百核 15291 8875

B-22 Ⅲ E核 2674 1502(

B-32 百核 2026
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③磨製石斧 (第 228～234図  1416～ 1476)

磨製石斧は本を切り倒したり,木材に加工したりする

道具であるが,時には動物を料理する時,骨を断ち割る

のにも使われたと考えられる。肉厚で重量があり,刃都

が蛤の形をするタイプ (1類 1416～ 1458)は伐採や粗加

工に使われたと考えられる。厚さが薄手で,幅広のタイ

プ (2類 1459～ 1467)は ,伐採に使うには華奢なので ,

切り出してきた木の加工に使われたと考えられる。細長

いタイプ(3類 1468～ 1476)は ,刃 部は片刃であり,整形

石器と呼ばれ,木材の細加工に使われたものであると

考えられる。

これらは単独で使用されたのではなく,木製の柄がつ

いて初めて使える道具になったと考えられる。1類は刃

部が柄と平行する直柄がつく縦斧である。一昔前の鉄

製の斧 (ヨキ)と材質が違うばかりで,使用法も似ている。

ただし,実験結果によると,鉄製の斧がやや上から下ヘ

振り下ろす感じで木を切るのに対し,磨製石斧はほぼ

水平に打ち込んで繊維を切るようにして使うそうである。

民具資料との比較から,刃 部の使用頻度が高くて燃り

表38 石器観 察表 16

減っている方が人間から遠い側になるようである。福岡

県久留米市正徳寺遺跡の柄が付いたまま出土した磨

製石斧は,先端の方が欠けており,このことが確かめら

れた。3類は片刃であることから,膝柄あるいは屈曲す

ることなくまつすぐ伸びる短い柄が付けられていたと考え

られる。より細かな細工をするには,姑象物に直接刃を

置き,力 の強弱を考えながら木槌で柄の頭を叩いた方

が良いと推察されるので,まっすぐな柄が付いていた可

能性が高い。問題は 2類の柄であるが,直柄及び膝柄

両方とも使える形態であり,どちらとも言えない。直柄で

あつた場合は,角 材や板材をとり出す斧に対比できるし,

膝柄の場合は手斧 (チョウナ)のような使い方が考えられ

る。石製土掘具に転用したと考えられる1692も元々は2

類の磨製石斧だつたと考えられる。

本遺跡出土の石斧の石材は,砂岩・頁岩及びそれら

が被熱してホルンフェアレス化したものがあり,力日えて蛇

紋岩もみられる。それぞれの石材産地の追究が課題で

ある。

出土区 遺 構 臀僣 器 種 分類 石材
最 大 長 最 大幅 最 大 厚 ヨ 量

取上げ番号
レベ 几

てomう
′
gう

第
２２８
図

Ⅲ 整型 石 舎 砂岩

Ⅲ 暦 製 石 斧 司ヨ雷 山 寇 522 333 44

Ⅲ 整型 石 書 陀紋岩 1294
3-22 Ⅳ 審製 石 斧 1ヨヨ 妙岩 499

142C Ⅲ 套梨 石 奪 lJ目 秒 井 1077 266

警製 石 斧 1ヨ證 砂岩 1043 468 21000

第

２２９
図

Ⅲ 1暦 石 斧 1ヨロ 7 a30〔

Ⅲ 磨 百 舎 砂岩 822 21800

1暦 石 斧 1〕目 41000
う-1 Ⅲ 基 3 石 得 砂岩 633 26100

1426 3-17 Ⅲ 書製 石 斧 1ヨ壼 砂岩 11000
Ⅲ 密製 石 得 1ヨ雪 砂岩 620 15000 787C

142E 警製石 斧 13證 更岩

Ⅲ 1暦 製 石 斧 1ヨロ 385 4800 423C

)-24 1座 型 石 舎 1類 砂岩 690 272

躍 製 石 斧 1獣目

第

２３０
図

Ⅲ 1磨 剣 石 各 1類 砂岩 7652
)-23S」 1磨 製 石 斧 1家畠 570 54500

14341C-17 Ⅲ 1磨 梨 石 奪 1】電 400 77500 8059 8345
3-22 Ⅲ 警製 石 斧 13韻 砂岩 32800

14361D-4 Ⅲ 1ヨ語 350
ヨー22 iD48 :製 石 斧 1類 砂岩 20000

第
２３‐
図

1438:D-02 1】百 16600

1430 ユー22 W 盛鯉 石 答 可】電 砂岩 33400
144( 磨製 石 斧 1〕讚 リレンフェルス

1441 Ⅲ 磨梨 石 奪 司緬 縦 岩 1ク 97 605 326 38500 1333と

144を )-01 Ⅲ 磨製 石 斧 1麹 妙岩 5200 22000 7

144( う-24 Ⅲ 1輻 ♭掟J 7 17600 176【

婚製 石 斧 1類 妙岩

第
２３２
図

144〔 Ⅲ 磨製石 斧 1輛 )岩

盛鯉 石 舎 可】騒 妙岩 1200
3-33 Ⅲ 磐製 石 斧 1]護 1044 17400

1 義到 石 奪 970 542 275 22000 570(

碁製 石 斧 1ヨ餡 妙岩 33600
屡 裂 石 斧 1ヨ語 砂岩 620 14000 a70C

a-23 m 碁製 石 斧 妙岩 22100
Ⅲ 委型 石 斧 11目 砂岩 82て

145【 Im 甕型 石 舎 1蛍雪 b岩 696 13000

1454 )-17 Ⅲ 碁製 石 斧 呵ヨ消 540 1 77 11100

3D-17 SR26菌 甕型 石 得 司】目 砂 岩 620 280 12000

第

２３３
図

1456 Ⅲ 磐製 石 斧 1ヨ鵠 頁岩 328 340
Ⅲ 層 梨 石 斧 1を目 F」・岩 370

45[ 磨製 石 斧 1]窮 ホルシフェリレス
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表39 石器観察表17

③石製土掘具 (第 235～ 265図  1477～ 1692)

1 はじめに

総数 216,点の石製土掘具を図化 した。石製土掘具の

機能については,土掘具説 と除草具説などがあり,研

究者によつて,石鍬 。打製石斧 。有肩石斧・打製土掘

具などの名称で呼ばれている。本稿では柄に縛つて土

を掘る機能を想定しているので,「石製土掘具」の名称

を使用する。まず,本遺跡から出土 している石製土掘

具の特徴について述べてみる。出土数は,本県におい

て最も多く,石材は安山岩 。頁岩などを多く用いてい

る。製作にあたつては,扁平な板状の素材を剥出し,

これに周縁部から簡単な粗い剥離加工を施 している。

特に基端近くの両側縁に対 しては,細かな剥離や敲打

によつて形を整え,着柄を意識していることが窺える。

石材が軟質なため表面の風化が著しく,剥離の切 り合

いや, 自然面の観察が困難で,刃部・基部に残る使用

痕は確認できない。刃部は使用による摩擦によって摩

滅しているものや,刃部に加わった衝撃により欠損し

ているものが多い。また,半数以上の石製土掘具は,

0                      10cm

基部の途中から欠損している。このような特徴を鈴木

忠司氏の文言を借 りてまとめると「消耗率が高い作業

に使用するために簡易な方法で多量に製作 されてい

る。」ということがいえる。平面形は,大きく3タイプ

に分類できる。平面形が長方形である短冊形 (I類

1477～ 1604),基部から刃部に向かつて幅が広がるバチ

形 (Ⅱ 類 1605～ 1651),基部と刃部の堺に明瞭な肩を

もつラケット形 (Ⅲ類 1652～ 1691)で ある①以上の

形態・製作技法は,これまでの研究論文や報告書の中

で指摘されてきたことであり,本遺跡から出土してい

る石製土掘具もこれまでに出土しているものと同様の

特徴をもつ。

本遺跡で際立っている点は,短冊形とバチ形の数量

がラケット形に対して圧倒的に多いことである。短冊形・

バチ形・ラケット形の形態差は,機能差を反映していると

思われ,その組成比は,当 時の生業活動を解き明かす

上で重要である。石製土掘具の法量差,機能差につい

て検討した後に,大坪遺跡で暮らした人々が,石製土掘

具でどのような作業をおこなったのかを考えてみたい。

図番王 出土 区 遺構 層ヽ 器 種 分 類 石材 取上I麟
レベル

(cm) (cm) (m)

第

２３３
図

D-22 Ⅲ I慶製石斧 2類 賣岩 8525

D-24 Ⅳ I磨製 石 斧 2類 蛇 紋 岩 825 520 6800

Ⅲ 磨 製 石 奪 Vしンフェリレス 709 83こ

Ⅲ !磨 製 石 斧 2類 陀紋 坊

C-23 Ⅲ !
蝕 石 舎 2覇 蛇紋岩 820 072 12834

146と 3-5 屡型 石 斧

C-02 Ⅲ 磨製 石 斧 2類 ホルンフェルス

回 盛興 石 奪 2 岩 904

Ⅳ 石製土掘呉 2類 砂岩 3000 853(

W
'石

舎 3石 ホルンフェルス 5592

3-23 Ⅲ 石 斧 3 293 3600 1286〔 890〔

Ⅲ 磨製 石 斧 3類 ホルンフェルス 145 2500

B-22 SD43 暦製 石 斧 3 更岩 2100 13469

藤製 石 奪 3緬 酔紋岩 522 220 1900

第

２３４
図

C-17 Ⅲ 磨製 石 斧 3類 蛇 紋岩 4500 8062 826〔

Э-5 HI藤製 石 奪 3 百 岩 4000 94t

CD-24 磨製 石 斧 3類 ホルンフェルス

CD-24 :盛 禦 石 律 3 ホルンフエルス
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2 土掘具の法量差について

これまでに石製土掘具の法量差については,主に長

さを基準に論じられてきた。しかし,県 内から出土してい

る石製土掘具の刃部は,摩耗の進行状態に差があるだ

けでなく使用痕が新しい剥離によつて切られているもの

も存在する。このことから,石製土掘具の長さは使用頻

度と刃部の作り直しに大きく左右され,廃棄された時の

平面形や大きさは個々でバラツキがあることが予想され

る。幅と長さは比例すると仮定すれば,法量差を知るた

めには変形の少ない基部幅を基準とした方がよいと考

えた。また,石製土掘具が柄に装着された状態を考える

と,柄の幅に合わせて石製土掘具の幅が規定されるの

ではないかと思われる。以上のことから,実測図は柄に

接触したと想定される平坦な面を正面とし,レイアウトは

原則的に基端から3 clll下 の幅が広いものから並べた。

表 1の散布図を参考に短冊形・バチ形・ラケット形の法

量差について考えてみたい。

I類 (1477～ 1604)

基部幅が 4 clll～ 5.5 clllの Aグループと, 6 clll～ 7

側のBグループに分かれる。各グループ内に含まれ

る石製土掘具は長 さにバラツキがあり,長く使われ

短 くなったものと,短期間の内に廃棄 されたものと

が混在 している状況が窺える。両グループの石製土

掘具の長 さは 10 clll～ 15 clllの 間にほとんどが納まる。

長 さは同じで,幅に違いがあることから,A・ Bグ
ループの間には法量差があると考えられる。

肛類 (1605～ 1651)

基部幅の多くは 3.5 cm～ 5cmの 間に含まれる。その中

で長さに違いがあることは,I類同様使用頻度の差であ

ると思われる。1点 のみ幅6cm,長さが 20 clll以上の大型

品 (1651)が あるが,これは短冊形とバチ形の中間形態

のもので,短冊形のBグループに含まれる可能性がある。

したがって,Ⅱ 類に明瞭な法量差は認められない。

Ⅲ類 (1652～ 1691)

基部幅が 4釦～ 5 clllに 含まれるAグループと, 6
clll～ 7 clllに含まれるBグループに分かれる。両グル

ープとも長 さは 10 cm～ 21 clllの 範囲に含まれ,I類・

Ⅱ類同様,使用頻度の差による長さの違いが認めら

れる。長 さは同じで,基部幅に差があることから,

Ⅲ類は法量差があると考えられる。

小結

以上の事から,I類・Ⅲ類はサイズの違う2種類が製

作されていた可能性が想定できる。基部の狭い石製土

掘具は細い柄に,基部の広いものは太い柄に装着され

ていたことが想定され,基部の大きさは刃部幅に比例す

ると考えられる。例えば,刃幅の広い大型の石製土掘具

は,荒掘りなどに,刃幅の狭いものは特定の場所を深く

掘るなどのように使い分けがあったのではないか。表 1

から大型の石製土掘具は,全体の中でも少数であつた

ことがわかる。I類～Ⅲ類に共通していることは,長さが

10 clllに なった時点で廃棄されていることである。これは ,

柄に縛られていた長さと関係する。つまり,I類～Ⅲ類

とも 10 clllま で短くなると,柄が邪魔になり土掘具としての

機能を喪失してしまうのである。土掘具としての機能を

失ってしまつた石製土掘具はどうなるのであろうか。大

半は廃棄されてしまうが,中 には再加工され他の石器ヘ

と姿を変えるものもある。1688は両端の欠損部を敲打し

て楔に,1689・ 1690は欠損部の周辺から細かい剥離を

力日え刃部へと作り変えている。

また, I類・Ⅱ類には,基部幅が 2 clll～ 3 clllの 小

型の土掘具が存在する。これらは,柄に装着 され る

土掘具 とは別の機能が想定される。さらに,1692は

磨製石斧の欠損品が石製土掘具に転用 されている。

これ らの事例は石製土掘具が “壊れても利用できる

ものは利用する"と い う縄文人の観念をよく反映 し

ている道具であるとい うことを示 している。

3 石製土掘具の使用法について    ‐

(1)研究史

石製土掘具が “土を掻 く道具"であると最初に論

じたのは大山柏氏であるといわれている。その後多

くの研究成果があり,主なものを表 2にまとめた。

各研究者に共通していることは,柄に縛って使用す

るということである。形態の違いによる着柄方法は ,

各人によって意見の相違があるが,大きく2通 りにま

とめることができる。 1つは,棒状の柄に石製土掘具

を装着 し,鋤または掘 り棒として使用するという考え

方である。鈴木氏は石製土掘具の身と刃部に残された

使用痕を検討 し,短冊形がこのような着柄によつて使用さ

れることを指摘 している。東氏は,民具資料との比較・

検討を行い, ラケット形が現在も山イモなどを掘る際

に使われている「キンツ」と呼ばれる民具に似た使用

方法を想定している。もう1つは,現在のクフのよう

に,斜めに打ち下ろして使用するという考え方である。

南九州でも刃部に残る使用痕を検討 した宮田氏や乗畑

氏によって指摘されている。小円氏は,短冊形に幅広

い機能を考え,特に身の両端から快 りを入れた分銅形

と呼ばれているものは,両頭の斧としての機能を考え

ている。分銅形については,松村氏も土掘具以外の機

能を想定 している。なお,東氏は民具事例を基に,短
冊形 とバチ形について打ち鍬≧引き鍬を兼ねた手鍬の

ような使い方を想定している。
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使用法については,様々な視点で研究が行われて

いるが,短冊形・バチ形・ラケッ ト形などの各形態

ごとに統一 した基準で検討 した例は少ないように思

われる。ここでは, I類～Ⅲ類の刃部に残 された使

用痕から,着柄方法 と使用法についてこれまでの研

究成果を基に整理を行 う。

本遺跡から出土している石製土掘具は,表面が摩

耗 してお り,使用痕を観察することはできない。そ

のために,千迫遺跡・榎木原遺跡 。中ノ原遺跡・榎

木崎 B遺跡か ら出土 している資料を対象 とした。ま

た,小田氏・松村氏のい う分銅形は本遺跡から出土

していない。 したがつて,分銅形は今回の分析姑象

に含まれていないとい うことになる。

(2)短冊形・バチ形・ラケット形の使用法について

3つの中で最もよく使用痕が残つているものはラケ

ット形である。その特徴は,片面に長くまたは広い範

囲に線状痕と摩耗痕が残 り,片刀となっているものが

多い。おそらく,現在のクフのように斜めの方向から

土に接するので,土 との摩擦が大きい片側の面に使用

痕がよく残ると考えられる。刃部が片刀状を呈するの

も,使用により摩耗が進んだ結果であると理解される。

さらに平面形をよく観察すると,刃部が片べ りしたも

のが多く見受けられる。刃部を実体頭微鏡で覗いてみ

ると,片べ りした部分に縦方向の線状痕が集中してい

る状況が確認できた。片べ りの原因は,部分的に摩耗

が進むことが原因と考えられる。この様な現象は現在

の打ちクワなどにもみられ,右利きの人は右側が,左

利きの人は左側がすり減るとされている。以上の事か

ら,ラケット形は柄に装着され,上を掘 り起こすだけ

でなく,混ぜたり,広げたりと様々な機能を持つてい

たことが想定される。使用される柄は,東氏が指摘し

ているように膝柄の可含〕性が考えられる。

短冊形はラケント形と違い,線状痕と摩耗痕の残りが

悪い。このことは,両者の使用法や使用期間の違いを

表しているのかもしれない。刃部に残る線状痕,摩耗痕

の範囲は,ラケット形のように両面で大きな違いはみら

れず ,ほぼ同じである。刃部は明瞭な片刃になるものは

なく,両刃に近い。この様な特徴は鈴木氏が指摘してい

るように,棒状の柄に石製土掘具を平行に装着し,ほ ぼ

垂直に突き刺して土を掘った結果であると思われる。縦

方向に残る線状痕や摩耗痕の範囲に大きな差が認めら

れないこともこの様な使い方に起因するのであろう。民

具に類例を探せば,「キンツJと呼ばれる山イモなどを掘

る道具に使用法は近いと思われる。

バチ形は,短冊形同様 ,刃部に線状痕 ,摩耗痕がほ

とんど形成されず,刃 部が明瞭な片刀となるものはみら

れない。摩耗痕や製作技法の検討を行った鈴木氏によ

れば,短冊形とバチ形に特別な機能差は存在しないとさ

れている。バチ形の刃都に残された線状痕。摩耗痕の範

囲は,短冊形と大きく変わらないことから,鈴木氏の指摘

したように両者の間に明らかな機能差は認めがたい。つ

まり,バチ形は,短冊形同様 ,棒状の柄に装着し使用さ

れたと考えられる。それでは,バチ形と短冊形の形態差

はなぜ生じるのであろうか。円礫のどの部分の承1片が石

製土掘具に使用されているのかを検討した小田氏によ

れば,短冊形とバチ形では素材となる剥片を剥出する場

所に違いがみられるという。同時に,同じ場所から剥出し

た素材剥片を共有していることを述べている。本遺跡で

出土している石製土掘具の法量の検討から,バチ形は

短冊形に比べて大型品が存在しない可能性があり,バ

チ形の素材となる剥片の大きさに規制されるのかもしれ

ない。以上を整理すると,小 田氏のいうバチ形に本遺跡

のラケット形が一部含まれている可能性があることには

注意を要するが,短冊形とバチ形の形態差は,素材とな

る剥片の大きさと形態差によるものと考えておきたい。短

冊形とバチ形の中間形態が多く存在することも,両者が

似通つた部分から剥出した剥片を利用するためであると

思われる。両者の間に剥片選別の意識が薄いことは ,

「消耗が激しいために,簡単にたくさん作る」という石製

土掘具の性格をよく表していると考えられる。

(3)大坪遺跡の人々は石製土掘具で何をしたのか

大坪遺跡で暮らした人々は,石製土掘具をどのような

場面で使つていたのだろうか。これまでに,石製土掘具

は畑作や根茎類の栽培に使用したという論が主流であ

つた。本県でも,プラントオパール分析や収穫具の存在

から畑作との関係が指摘されてきた。この問題を考える

前に,石製土掘具の出土状況と遺跡の立地について再

度触れておく必要がある。以下に要点をまとめた。

出土状況について :本遺跡から出土 している石製

土掘具の特徴は,短冊形 とバチ形の比率がラケット

形に比べ高いことは前に触れたが,それ以外に,短

冊形の刃都片が多いことが注目される。

遺跡の立地について :米 ノ津)||に よつて形成され

た沖積地に立地 し,多数の埋設土器・玉・石錘など

が出土 していることから,これまでに県内で見つか

つている台地上の遺跡 とは同じカテゴリーの中で論

じることはできない。

刃都片が多いことは,遺跡周辺で石製土掘具が使用

されたことを暗示 している。具体的には,鋤に近い使

用法が想定される短冊形とバチ形は狭く深い穴を掘る

ことに適 してお り,土器を埋設する土坑の掘削や,標

高の低い沖積地周辺に生えている根茎頚 (ヤマイモ)

の採取などに使用されたと考えたい。遺跡周辺の土壌

は固い粘質土であるため,棒状の柄に装着された石製
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土掘具は大きな力を発揮したものと思われる。では,

ラケット形はどのような作業に使用されたのだろうか。

明確に特定することはできないが,遺跡の立地や,収

穫具が出土していないことから,本遺跡で焼畑などの

農耕に使用された可能性は低いだろう。根を掘 り起こ

し食べることのできる植物の中には,それほど深く掘

り起こさなくても採取できるものがある。ラケット形

はこのような植物の採取に使用したと想定したい。つ

まり,短冊形・バチ形とラケット形では対象とする植

物が異なるということになる。

(4)各遺跡における石製土掘具の組成

表 3に 主要な遺跡における石製土掘具の組成比

を示 した。表は遺跡で主体となる土器を基に時期の

古い方から並べている。

表 3の組成グラフから干迫 。大坪などの平野部の遺

跡と榎木崎B・ 榎木原・上野原などの台地部の遺跡で

は組成,ヒ が違 うことが見てとれる。特にラケント形は

大隅半島を中心とする台地上の遺跡で安定して出土し

ており,台地上でよく使われる石器であるといえる。

榎木原遺跡 。中ノ原遺跡・榎木崎B遺跡では,石製の

収穫具が伴い,栽培または農耕が行われたことが想定

されていることから,台地上の遺跡では栽培または農

耕にラケット形の石製土掘具を使用したことが推測さ

れる。ラケント形は土を掘 り起こす,混ぜる,広げる

などの機能を持つていることから,作物の植付けや ,

雑草の除去など様々な場面で活躍したと思われる。ラ

ケット形は,割 |1式土器出現以降,主体となる傾向が

あり,孔列文土器を伴つて朝鮮半島から伝播 した畑作

文化との関係が注目される。

各遺跡における石製土掘具の組成の違いは,根茎

類の採取 と栽培または農耕 とのどちらに比重を置い

ているのかを反映 している可能性がある。比較・検

討できる資料が限られるために時期差を考慮 しなけ

ればならないが,組成比の違いは大雑把に言えば台

地上と平野の遺跡間での生業形態の違いを反映 して

いると思われる。このことは,山崎純男氏が指摘 し

た平野部の貝塚 と台地部の遺跡間における 「食料生

産における地域相互の補完関係」を視野に入れなが

ら,本県の遺跡についても検討 していく必要がある。

また,こ のような問題は各遺跡における石器組成の

検討を通 して解決 していくことは言 うまでもない。

(5)今後の問題

石製土掘具はこれまでに縄文農耕との関連で多くの

論文や報告書の中で論 じられてきた。しかし,想定さ

れている縄文農耕の中味は,焼畑・畑作・栽培などが

あり,各研究者間によつて意見の統一をみていない。

南九州でも,プラン トオパール分析等によつて,その

実態の追求が行われてきたが,時期 を明確に特定でき

る生産遺構を対象 としていないために具体的な様相に

ついては不明な部分が多かった。そのような状況の中

で,1988年に調査が行われた末吉町桐木遺跡では,縄

文晩期 (入佐式新段階)にあたる竪穴住居跡からウォ

ーターフローテーション法によって小豆が検出された。

ウォーターフローテーション法は栽培種を特定する有

効な手段の 1つである。 この様な調査成果の蓄積から

導き出される農耕または栽培の具体像 と石製土掘具の

個別研究を両立 させながら,石製土掘具の使用法につ

いて考えていく必要がある。

石製土掘具の形態分類は各報告書の中でそれぞれな

されているが,中には細かな平面形態の違いのみで分

類 している例 もある。遺跡で見つかる石製土掘具はあ

くまでも廃棄 された時の姿であ り,埋納 されたか どう

かや欠損・摩耗・刃都再生の状態によつて個々の形態

は大きく違 う。 このような,石製土掘具の性質 と機能

を十分にふまえて分類 を行 うべきである。また,当時

の生業を復元する上で欠かすことのできない石器の組

成についても,正確なデータが報告書の中で提示 され

ているとは言い難い状況であると感 じる。実測図を掲

載する以前に基礎的分類や出土状況などを十分に吟味

し, どのような情報を盛 り込んでい くのか真剣に取 り

組んでいかねばな らない。

ど鈴木′g.7′フ疹 ・第5節石器 〃 〃髪π倉ノ働 勘

芽絡病表す変寅会
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表1基部幅と長さの関係 (完形品のみ )

◆ I類  。Ⅱ類  ▲Ш類

表2 石製土掘具の使用法について

研究者
使用法

文 献
JIg鮒 形 バチ形 ラケット形

小田静夫
多種類に利用(片刃の斧・ク
ワ・掘棒などに使用

クワのよ〕こ着柄し使用

穴 黒 司

除 草 具 のた め の 上 掻 き具

亀に霞 着 し,劉・クワ

姻 光 揮 手クワとして便用

燕和幸 打ち鍬と引き鍬を兼ねた手鍬として使用
民具の「キンツ」のような道具
(鋤として使用)

8

正 信 柚 に 振 君 し 樹 木 の 阜 刈 り用 具 として

置 齢 名 土 器 41式 短 冊 形 バ手形 うケット形 不 閉

子 i日 8

押 4 1

中 ノ原

R 予難 5

2

上 野 房 4

各遺跡における石製土掘具の組成

千迫

大坪

中ノ原 I

榎木崎B

榎木原

上野原

20%         40%         60%

■短冊形 ■バチ形 ロラケット形 口その他
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表40 石器観察表18

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材

第

２３５

図

第

２３６
図

第

２３
図

第

郷
図

第

２３９

図
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表41 石器観察表19

図要伴 出土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材
最 大 長 最 大 幅 :最大 厘

取上 げ番→
レベル

(Cm) (cm) ( )

第

２４０

図

う-24 Ⅲ 石禦 土 編 良 麺 賓山岩 11 27 310 12181

1514 Ⅲ 百興 土 編 亘 短 更岩 975 11000 8859 7355
3-23 Ⅲ 百勲 上 編 景 輛 更岩 900 17000 15490 8905
〕-14 Ⅲ 百製 土 編 皇 類 受山岩 1032

1517 Ш 石 梨 土 編 埋 箱 書山 岩 225 755フ

1 皿 百製 上 編 握 箱 書山 井 225 4000 8095
1519 )-48 ,48・ ―揺 百製 上編 晏 箱 ユ山岩 835 10000

)-24 Ⅲ 百製 上 編 ⊆ 類 書山 岩 11000 1158 8535

第

２４‐

図

1521 1 皿 百禦 土 編 F 範 賓山岩 10000
1522 3-30 皿 百禦 土 IFF握 麺 員岩 995 11000 1662(

1523 ユー3 Ⅲ 百梨 土 編 垣 類 1安 山岩 1071 630 20000 765を

1524 Ⅲ E製土 編 寝 麺 貫岩 111 5700 14091 8265
1525 Ⅲ 百型 土 編 皇 麺 罠岩 507 9900 1437 8395
1526 C-23 E即上 編 目 類 頁岩 406
1527 D-16 Ⅲ 百剣 上 編 痕 類 百 岩 899 479 11400 3751 82〔

C-13 肛 製 土 編 填 4g 貢 1321 527 17000
製 土 編 ⊆ 類 買 447 099

1590 Ш 禦 土 編 晏 類 買 1005 9400 758〔 8615

第

242

図

1531 〕-15 土編 ⊆ 類 安 山 岩 1281 668 26000
1532 3-32 土編 填 安 山 岩 20000 1695〔

1533 Ⅲ 上掘 晏 安 山 岩 1083 21000 1352 769
1534 A-22 Ⅲ 上掘 ⊆ 類 貢 岩 1050 550 1586〔

1535 )-17 Ⅲ 上掘 長 類 安 山 1387 667
1536 )-18 Ⅲ 石 隻 土紀 興 類 安 山 635 20000 6934

第

２４３

図

1537 SD43 石 土紀 興 網 安 山 岩 780 235 42000 12155 8525
1538 3-17 Ⅲ 石 製 土 掘 麺 審 山 砦

1539 3-5 Ⅲ 石 土 掘 呉 緬 多 山 岩 122 7500
1540 3-23 石 土 種 安 山 岩 839 9000
1541 石禦 土 編 旦 緬 百 岩 11 31 666 114 6000

Ⅲ 石鯉 土 編 亘 類 安 山 岩 1147 720 28000 1582℃ 877(
)-21 Ⅲ 石型 土 稲 亘 増

~F山
岩 683 209 22000 10031 863〔

SD44 石鯉 土 編 旦 網 安 山 岩 874 19500

第

２４４

図

百禦 土 編 星 類 百 岩 210 11000 770′

百禦 土 編 旦 類 百 岩 516 12000
,-23 百剣 土 編 星 類 百 岩 449 6400
-ヽ22 Ⅲ 百蝕 土 編 亘 類 質 岩 722 7000 15361 8

B-22 皿 百製 土 編 景 類 安 山 岩 1220 202 31000 1485; 889t
155〔 C-22 SD43 百製 ± 4F旦 類 安 山 岩 1300 1075 66000 1282;
1551 日-15 Ⅲ 百梨 土 編 晏 緬 安 山 岩 900 19000 2991

日-22 Ⅲ E製土 編 晏 類 安 山 岩 1019 647 14000 1354〔

第

２４５

図

155( D-02 百製 上 編 ⊆ 類 1333 842 253 42000
1554 C-18 Ⅲ 百製 上 編 填 類 安 山 | 1089 7425

B-14 Ⅲ 百製 土 編 握 類 安 山 ! 557 10000 14103
C-17 Ш :土 編 ⊆ 類 頁 岩 919 22000 8375

1557 B-15 土掘 晏 麺 守 山 岩 11 12 755 13633 8275
155〔 Ⅲ 土掘 呉 緬 安 山 岩 860 750 7467
155〔 D-17 Ⅲ 土編 ⊆ 網 警 山 岩 996 322 28000 1595 8075
156( C-22 E製土編 晏 箱 客 山 岩 1159 1216 8535

第

２４６
図

)-16 Ⅲ g禦上網 目 類 頁 岩 1144
g禦土 編 舅 類 頁 岩 906

1563 3-15 Ⅲ 巨製 上 編 旦 類 頁 岩 872 677 10000 827
)-23 Ⅲ 日禦 上 編 旦 類 安 山岩 1049 29500 1067′ 876〔

)-13 Ⅲ 日型 土 編 旦 類 安 山岩 664 7000
Ⅲ 日輿 上縮 亘 類 安 山岩 664 9000 1076

3-18 Ⅲ S製土 縮 旦 類 頁 岩 1093 8854 7365
-ヽ32 石禦 土 編 星 類 安山岩 649 1704(

第

２４７

図

)-01 SK26 Ⅲ 百禦 土 編 埋 類 安山岩

157C )-1 Ⅲ 百型 土 編 握 類 安山岩 1509 80(
1571 )-12 百禦 上 編埋 類 買岩 844 7622
157⊇ 百禦 土 網 目 類 安山岩 11 14 632
1573 D-14 Ⅲ 百禦 土 縮 目 類 安山岩 1105 624 977
1574 百製 土 編 目 類 安山岩 842 620 12000 7632
1576 百型 土 編 目 麺 安 山 岩 519 620 6000
1576 Ⅲ 百型 土 編填 網 百 岩 915 616 6000 14022 8275

第

２４８

図

1577 百禦 土 編 填 類 安山岩 1160こ 83t
157〔 皿 百禦 土 編 填 類 更岩 11000
157( 〕-22 SD44 E製 上 tfF垣 類 安山岩 700 8000 86(

日興 土 編 垣 類 買岩 825 0000
1581 Ⅲ S剣 十 編 垣 類 安山岩 500 100p

1582 B-14 SX81 g鯉十蝙 目 類 山石 575 1430(

1583 D-13 g鯉 十縮 目 類 山石 I 500
1584 D-12 ] 石劃 十編 景 類 賓山岩 569 9 8000 77471

第

２４９

図

1585 〕-12 コ 石剣 十 編 目 類 舞山岩 11 25 567 13100 7717
1586 3-22 SD43 石刻 土 編 景 類 山石 14000 1283(

14 石禦 土 IFF景 類 】石 11000 82751
Ш 石禦 ■編 旦 類 ］石 822 552 11000 128741

1589 百禦 土 編 旦 類 “石 8700
1590 3-33 Ⅲ 石禦 土 輛 星 類 山石 8100 16156 9575
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表42 石器観察表20

出 土 区 遺 構 層

`
器 種 分 類 石 材

昌 大 粍 昂 大 幅 昌 大 厚 重量 レベル

(cm) (cm) (cml im)

第

２４９

図

1591 3-34 Ⅲ 製 土 編 晏 麺 安 山 岩 772 530 9500 16458 9415
1592 Ⅲ 製 土 編 ⊆ 範 安 山 岩 4000
1593 ユー32 Ⅲ 製 土 掘 晏 覇 安 山 老 775 529 13000 16997

第

２５０

図

1594 Ш 百製 土 編 垣 組 百 岩 673 1 21 5900 8596

1595 〕-15 Ⅲ 百禦 上 IF逗 麺
‐4山 岩 659 6000 1395こ

1596 ヨー24 百禦 土 IF塩 覇 百 岩 555 5000
1597 C-19 型 土 IFF寝 類 妻 山 岩 934 1 71 12000
1598 禦 土 編 填 百 岩

1599 D-4 Ⅲ 製 土 編 填 奏山 岩 586 6000 7707
1600 鯉 土 編 重 蔓 岩 1041 478 10200

1601 D-17 Ⅲ g興土 編 重 箱 百 岩 11400 1703

1602 C-01 Ⅲ S剣土 編 重 箱 安山岩 493 8000
1603 S禦土縮 軍 緬 砂岩 4000
1604 C-5 Ⅲ S禦上縮 軍 類 安山岩 410 322 2000

第

２５‐

図

1605 B-34 S禦土 縮 軍 Ⅱ 緬 安山岩 1950 67000 9485
1606 D-02 肛 g禦上 編 軍 Ⅱ 網 妻山 砦 1578 200 32900 7575
1607 D-13 Ш g禦土 編 重 Ⅱ 麺 妻山 岩 26300 832 7547
1608 D-16 皿 g禦上 編 重 Ⅱ 網 審山 岩 1483 31000 811
1609 g禦上 編 景 Ⅱ 網 多山 岩 905 519 11700

161C Ⅲ 禦 土 編 良 工麺 百 岩 960 552 「1900 1526 809(

第

２５２

図

1611 C-22 Ⅲ 梨 土 編 重 工箱 更岩 1255 707 26600 1123〔

1612 C-15 Ⅲ E製 十 編 目 工箱 奏山岩 11 58 619 17500 2631 811
1613 C-24 肛 FT型 十編亘 工箱 舞山岩 1408 27500 1245そ

1614 T 「 r E鯉十編 亘 Il箱 買岩 1463 20000
1615 3-20 Ⅲ 石剣 十縮 景 Ⅱ類 更岩 1610 23900
1616 )-22 皿 石鯉 十編 景 Il箱 舞山岩 1281 4900 10844

第

２５３

図

1617 3-3 石鯉 十編 景 肛麺 舞山岩 552 5300 1240 763〔

1618 6 石鯉 十編 景 ll箱 舞山岩 11 36 3800 8749 723〔

Ⅲ 石剣 十 1F旦 π 緬 更岩 983 22500 803(
162C 5 Ⅲ 石 土掘具 Ⅱ類 安山岩 1097 16300
1 b 百 土 圧類 罠岩 1083 10000 8449

3-2S Ⅲ 百 土掘 与 Ⅱ類 罠岩 11 23 568 11622

Ⅲ 百 土 Ⅱ 類 冤山 岩 884 509 765を

)-2 SD44 Ⅲ 百 土 Ⅱ 類 ミ岩 11 34 11000 857〔

卜弟

２５４

図

b 百 土 Ⅱ 類 ミ君 1061 14000

Ⅲ 百 Ⅱ類 ミ君 7000 8155
1627 ユー2 Ⅳ I類 ミ君 1246 529 17900 1308 844

冨製土掘具 頁 岩 l i85 11500 16611 983こ 4

3-2 Ⅲ 百製 土 455 7617
百裂 土 ］石

1631 3-22 Ⅲ 百裂 土 更岩 250 1461( 86て

)-16 Ⅲ 石製 土 Ⅱ 類 露山 岩 218 152〔

第

２５５

図

,-23 皿 百製 土 Ⅱ 類 寛岩 7000 1286( 892E

多-14 SX75 百製 土 Ⅱ 類 砂岩 1145 17300 1432

)-13 Ⅲ 百製 土 E類 冤山 岩 690 11000 7562
163( )-17 頁 岩 958 799Z

安山 岩 583 12000

3-23 Ш E製土 編 晏 更 岩 636 7 12000 15821

百製 土 編 晏 Ⅱ 類 買 岩 602
百 土編 ⊆ Ⅱ 麺 頁 岩 505 10000

第

２５６

図

1641 B-23 皿 百製 上 編 星 Ⅱ 麺 妻山 岩 2000 1660〔

D-16 百製 土 編 重 更 岩 5000
C-22 製 土 編 呉 I類 賓山 岩 989 580 1117(

1644 皿 製 土 編 呉 妻山 岩 56000 1476 8325
B-22 Ⅲ 日製 土 編 呉 Ⅱ箱 百 岩 12500 15455 883
C-22 3D44 皿 g製土 編 呉 Ⅱ緬 買岩 11 34 692 19800 1115(

第

２５７

図

B-30 肛 g禦土 編 旦 Ⅱ緬 買岩 1041 16000 9375
g禦上縮 星 Ⅱ類 舞山岩 22000

B-23 I g型上縮 重 Ⅱ麺 賓山岩 21000 14887 89′

165( C-22 E鯉土 縮 星 Ⅱ網 賓山岩 1023 11000

』 日製 上編 星 圧箱 1山 岩 2137 42500
Ш 日禦 土 編 旦 Ⅲ 網 更岩 2150 33000 427G 8595

-ヽ32 Ш 日禦 上 編 遅 Ⅲ 緬 山 岩 1720 1005 57500 1635e 9595

第

２５９

図

1654 )-23 SD44 □ g禦 土 編 恒 Ⅲ 塩 ヨ 共 11 88 9500 8505
1655 S禦 土編 握 Ⅲ類 ヨ岩 11 53

1656 C-23 Ⅲ F製 十 網 目 Ⅲ類 ミ君 1133 1180g 8925
1657 -ヽ34 Ⅱ F製 十 網 埠 肛類 ミ君 1066 11000
1658 Ⅲ Ef製 十 組 擦 Ⅲ類 良 店 11 86 322 216 25500 1586(

1659 Ⅲ Ff製 十 輛 g 肛類 賢 山 君 1219 18000 1583;

1660 エ 需製 十ffF目 肛 良 岩 664 492 210 3700 7672
1661 3-02 Ⅲ FT製 十 輛 目 Ш類 安山岩 916 640 7000 7575

第

２６０
図

1662 )-12 Ⅲ FT剣 十 堀 目 Ⅲ類 買岩 1034 690 248 19900 7642
166℃ -ヽ3 Ⅲ Ff禦 十 編 目 阿 箱 安山岩 1147 1061 227 26000 1647′

石製土掘具 匝類 安 山岩 1420 1042 177
第

２６‐

図

3-29 SD55 百裂 土 | Ⅲ 類 買 岩 983 777 22000 13167 922〔

)-21 皿 」ェ: Ⅲ 類 賢山 岩 1253 1210 37000
E裂土掘 Ⅲ 類 賢山 岩 11 25 720 1514( 867(

SP59 石 土 掘 Ⅲ 類 ミ岩 866 775
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表43 石器観察表21

出土 区 遺 構 層付 器種 分類 石材
最 大 長 最 大幅 最 大 厚 重量

取上げ香手
レベル

(cm) (m)

第
理
図

166( 百梨 土 Ⅲ 妻山 岩 822

16701D-24 Ⅲ 百製土掘具 Ⅲ類 費山岩 573

石製 土掘具 Ⅲ 類 棄山岩 375 622 4000

16721C-24 Ⅳ 百製 土 コ 】石 225
Ⅲ 石製 土掘具 Ⅲ 類 更岩 755 12100 1294【

16741C-26 Ⅲ 石 型 土 Ⅲ 山 堵 295 900t

第

２６３
図

Ⅲ 石製 土掘呉 Ⅲ 類 舞山岩 13000 832t

)-23 SD44 百梨 土 Ⅲ 妻山 岩 753 1023 9886 85;

Ⅲ 石 裂 土 □ ］石 988

3-22 Ⅲ 石製 土掘具 Ⅲ 類 費山岩 13000 1519` 880こ

1679 Ш 石梨 土 Ⅲ 山 岩 7692

16801BC-23 石製 土掘具 Ⅲ 類 安山岩

1631 Ⅲ 石製 土掘具 Ⅲ 麺 審山 井 655 12000

1682 Ⅲ 石製土掘呉 Ⅲ 類 妻山岩 427

第

２６４
図

Ⅲ 石製 土掘呉 Ⅲ 類 更岩 579 236 13000

16841C-14 Ⅲ 石禦 土 編 員 Ⅲ 麺 36000 8175

16861D-12 肛 石製土掘呉 Ⅲ 類 更岩 998 33000

168℃ Ⅲ 石製土掘具 Ⅲ 類 費山岩 583 700 333 18000 2824 837こ

Ⅲ 石 製 土 Ⅲ 麺 山 岩 49800

Ⅲ 石製土掘呉 Ⅲ 類 更岩 7000 8355

16891D-22 Ⅲ 石製 土 Ⅲ 類 6000 10262

第

２６５
図

Ⅲ 石 裂 上 掘 呉 Ⅲ 麺 更岩 7800

S」 31 石製土掘具 Ⅲ 類 頁 岩 1006 637 276 12400

1692 石梨 土 石斧朝 227 13500 738芝

⑩円盤状石製品 (第 266～269図  1693～ 1717)

今回の調査では 25点の円盤状石製品が出土した。石

材は安山岩が最も多く,砂岩や頁岩もある。平面の形

状は正円に近いものが多いが,1704・ 1706・ 1708・ 1714・

1716な どややいびつなものもある。大きさや耳 さが類

似 している点と,剥離の仕方が同様であることから,

円盤決石製品に含めてある。円盤状石製品は縄文時代

後期から晩期にかけて使われたものであり,石材,厚

さ,剥離方法が石製土掘具に類似 している。楔として

使われた結果,最終的な形が円盤状になったとい う考

えもあるが,直径 5 clll以下のものがみられない点など

疑問も多い。使われた時期が一時的である点も,糸電文

時代を通 して一般的に使われていたとは考えにくい。

時期的に重複 しながら先行する十字形石器も同様な材

表44 石器観察表 22

質と剥離手法を用いることから,何 らかの関係が窺え

る①両者の共通点は,他にも直径が近い点と求心的な

形をしているとい う点がある。十字形石器は祭祀用と

する考え方もあるが量的に多すぎる。

ある程度実用的でありながら,時間的に糸匹続 しな

い点は他の材質に置き換わつた可能性もある。石の

特性は硬い点や重い点などがあ り,その特性を活か

した使われ方 も想定 しなければならない。形状 と石

材,それに継続性がない同様な石器には環状石斧 も

ある。いろいろな点を考慮 しながら想定される用途

を出し合った上で,実物を観察 しながら絞 り込んで

いく方法が良いと考える。その想定される用途の一

つ として,民族事例にある十字形 と円形の突起をも

つ梶棒も挙げておきたい。

出土 区 離 唇

`
器 種 分類 石 材

昂 犬 尋 尋 犬 値 昇 大 厘 百 昌
取上げ香E

レベザレ

(cm) (m)

第

２６６

図

η盤形石製品 審山 岩 756

1盤形石製品 奏山岩 10000 300C 49

169〔 A-22 Ⅲ 1盤形石製品 1483Ч 49

D-18 Ⅲ η解形石製品
~t山

: 22000 49

1盤形石製品 砂岩 884` 49

Ⅲ ■解形石製品 妻山 岩 251

D-21 Ⅲ ¬盤形石製品 砂岩 32000 1082( 40

A-21 1盤形石製品 書山 岩

第
２６７
図

¬盤形石製品 砂岩 644 12000 831と

170笠 D-21 Ⅲ ¬盤形石製品

B-22 Ⅲ ¬需形石製品 1354と

170Z C-24 Ⅳ ¬盤形石製品 妻山岩 33500 12321

SR? η器形石製品 妻山 岩 625
η盤形石製品 費山岩 11500

1 Ⅲ η盤形石製品 942 883を

ヨ盤形石製品 交山岩

第

２６８
図

A-26 円盤形石製品 中石 4300

SK76 円盤形石製品 書山 井 828 35000

Ⅲ 円盤形石製 品 更岩 886 20500 826【

1 Ⅲ 円盤形石製品 山 岩 31000

D-01 SK26 Ⅲ 円盤形石製品 舞山岩 826 18000

Ⅲ 円盤形石製品 777 32000
SD49? ヨ辮形石製品 審山 其 957 18000 938【

Ⅲ 円盤形石製 品 更岩 19000

Ⅲ 円盤形石製 品 審山 其 40500
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石器 (77)円盤状石製品
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第 269図  出土遺物

①磨石・敲石・凹石(第 270～285図 1718～ 1928)

今回,大坪遺跡で出土した磨石・敲石・凹石類は 700

点を超える量であったが,実測して掲載したのは半分以

上が残った211点である。全体を見通しての印象は,大中

小と大きさが多彩であることである。特に,他の遺跡では

小型の磨石や凹石を目にしないので,違和感を覚える。

最大長及び欠損したものについては短軸から推定した最

大長を基にして,小型は6cm未満,中型は6～ 1 l clll未満 ,

そして大型は 11～ 16 clllとした場合,それぞれ 85点・65

点。32点である。最大長が欠損している場合,基にした最

大幅は小型 5,5 cm未満,中型 5.5～ 9cm未満,大型9cm以

上である。個数としては大差ないが,大型の磨石類は欠

損品が多い。この点については,どのような使い方によつ

て割れやすいのか検討することが課題である。なお,割れ

た後も敲打具として割れ面を使用している例も 1801・ 1802

などにみられる。石材は安山岩と砂岩が大半を占め,大

型には安山岩が多い。次に機能面に注目して,研磨面の

みをもつものを磨石,側面に敲打痕のみをもつものを敲

石,平面の中央部に敲打痕をもつものを凹石として分類し

た場合,次の様な組み合わせが仮定される。それぞれの

観察結果は表 45～48に示したとおりである。

形状だけが磨石等に似るもの :A類
磨石のみのもの

敲石のみのもの

凹石のみのもの

磨石十敲石

磨石十凹石

敲石十凹石

:B類

iC類

:D類

:E類

:F類

:G類

磨石十敲石+凹石   :H頚
使用痕を基に,重複しながらも3つの機能を基準にして

割合を求めると,磨石 (BttE■ F■H):敲石 (CttEttGttH):凹

0                      10cm

石器 (80)円盤状石製品

石(DttFttGttH)=199:105:43と なり,磨石の量がかなり多

いことがわかる。両面に研磨痕が認められるのが大半であ

り,長軸に対してやや斜めの方向に磨面の向きがある。同

じ面に角度の異なる磨面が認められるのは,1780。 1822・

1924である。いずれも長軸の方向より少し角度をもつた部

分に境があるので,石皿の上で動かす時,磨石類の一側

面を掌から親指全体にかけて,も う片方の側面を中指・薬

指。小指で掴んで,手首を曲げない方向に前後運動を行

つたのではないかと想定される。1925は片面が平坦にな

つており,使用状況の検討を要する。敲打痕については,

敲打痕だけがみられるという例はほとんどなく,大半は同

一個体に磨面もみられる。大型の磨石類には敲打痕のあ

るものは少ないが,小型の磨石類では顕著である。1742

や 1837の様に敲打痕のあるものについては,磨面も広く

て研磨度も高い。敲打される位置は長軸の頂部とは限ら

ず,時計の短針に例えると1時及び7時の方向に敲打痕

が著しい。

凹部をもつ磨石類については,1886例の様に研磨

度が高く,周縁もよく敲打されている。1889や 1890の様

に両面に快りを入れて親指と人差し指で握りやすくして

いる例もみられる。なお,1894は 石錘として再利用して

いた可能 Jl■ がある。

磨石・敲石・凹石は,それぞれ磨る 。敲く 。打撃

を受けるといつた行為が長年なされた結果,そのよ

うな痕跡 となったと考えられているが,同 じ個体の

中に複数の痕跡がみ られることも多い。磨石は石皿

とセッ トになって,木の実などを磨 り潰す道具 と考

えられてお り,数も最も多い。磨 り潰すためにはあ

る程度の摩擦が必要であり,摩擦がなくなると使い

物にな らな くなる。 したがって,表面がザラザラ

しているうちは使えるが,ツアレツァレになってしまうと不可用
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第271図 出土遺物

1751

石器 (82)磨石・敲石・凹石
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第272図 出土遺物 石器 (83)磨石・敲石・凹石
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第274図 出土遺物 石器 (85)磨石 。敲石 。凹石
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1815

第275図  出土遺物 石器 (86)磨石・敲石・
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第276図 出土遺物 石器 (87)磨石・敲石・ 凹石
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1883

第280図  出土遺物

0                      1ocm

石器 (91)磨石 。敲石・凹石

表45 石器観察表23

出土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材
最 大 長 晶 大 幅 最大厚 重 量

取上げ番f
レベル

icm) cm) (m)

第

２７０

図

1718 A-22 E I賓 山 岩 4000
1719 C-24 墓 Я E I砂 岩 495 433 6000

A-22 Ⅲ 墓石 垣 争 山 207 6200
密石 網 審山 身 490 10000

1722 3-4 Ⅲ 萎石 緬 E 砂 岩 442 280
〕-22 Ⅲ 昏 石 妻山 岩 480 8500 1485( 888〔

Ⅲ 石 E 砂 岩 6000 760〔

)-02 Ⅲ 石 E 砂 岩 489 8000 7

172G )-18 Ⅲ 暦石 類 E
'え

子 594 593 250 12000 6991 8455
1727 Ⅲ 暦 石 類 B

'岩
477 399 7657

172遇 肛 盛石 垣 B PJN岩 4000 1653【

1729 )-15 皿 答石 箱 B 砂 岩 478 4000 507〔

1730 蕃石 箱 B 砂 岩 605 13500
,731 〕-16 V 石 類 B 安山岩 635 374 7775 82【

173つ 3-22 V 石 緬 B I秒 井 483 14864 888[
)-22 石 E I砂 岩

う-16 τJI E I砂 岩 19000
3-22 Ⅲ 石 E I砂 岩 1527C 8705
)-22 磨 石 E ］石 235

ど山岩 650
1738 藤 石 E 賢 山岩 667 359 18000
1739 )-22 盛 石 I賓 山 岩

Ⅲ 盛 石 箱 砂岩 494 599 13700 556
1741 3-24 磨 石 砂岩 659 11500
1742 D-22 Ⅲ 磨 石 審山岩 990 844 443

第

２７‐

図

1743 A-34 Ⅲ 磨 石 妻山 岩 020 856 68000 16412

Ⅲ 暦 石 妻山 岩 89000 6714

Ⅲ 磨 石 砂 岩 124000 743〔

7 -ヽ25 肛 磨 石 類 受山 岩 200 1020 68500 16581 996(
1747 冤山 岩 760 727 70000
1748 -ヽ21 Ⅲ 啓石 緬 買山 君 960 50500 1514 86【

1749 要石 類 I安 山 岩 t i46 653 106000
175C 9-17 皿 葺石 箱 安山岩 1020 11 70 90500
1751 )-23 皿 石 類 B I要 山岩 1021 655 1066 8815

)…Ⅲフ Ⅱbl 石 類 B I安 山 岩 645 71500 174` 8325

第

２７２

図

3-22 石 B I安 山 岩 429 235 6500
Ⅲ 石 B I砂 岩 419 7000

石 E I TJh岩

] 暦石 類 B I砂 岩 3000
17 磐石 箱 B I安 山 岩 450

套石 堰 B 岩 522 9000
SD43 墓石 麺 B 山 岩 540 9000

C-17 Ш 養石 稲 B 山岩 8000
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表46 石器観察表24

出土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材
最大長 最 大幅 最 大 厚 壺 昌 ベザレ

(cm) (cm) (cm)

第

２７２

図

1761 3-23 Ⅲ 石 類 安 山 岩 872〔

1762 3-14 磨石 類 B I砂 岩 532 460 228 9000

1763 Ⅲ 審石 類 B I安 山岩 288 11000 15245 879【

1764 Ⅱ 石 類 砂 岩 14889

要石 麺 B I砂 岩 204 5900

1766 D-12 皿 磨石 類 B I砂 岩 545 6200 7552

1767 C-17 肛 石 ］石 717〔

Ⅲ 套石 」 B I砂 岩 5000 15713 875【

1769 B-22 Ⅲ 甕石 麺 B I 山 岩 552 15500 13487 868〔

1770 C-24 石 安 山 岩

1771 昏 石 砂 岩 17 6500

1772 A-33 Ⅲ 著石 類 安 山岩 10000 16450

1773 A-21 石 】石 223
1774 昏 石 ］石 18000 16991

1775 B-22 Ⅲ 磨石 類 砂 岩 6000 15025

1776 3-22 Ⅲ 石 安 山 君 21500 15078 8395

177う 3-33 Ⅲ 密石 】 砂 岩 16165

1778 3-35 Ⅲ 密石 類 安山岩 242 3000 2185

1779 答石 砂 岩

)-24 委石 J 砂 岩 553 7

1781 3-35 Ⅲ 養石 箱 BI 砂岩 644 8300 16840 954t

1782 3-5 Ⅲ 蕃石 類 砂岩 609 1226 7975

1783 Ⅲ 蕃石 類 7 303 9774

第

２７３

図

178Z 〕-22 要石 緬 458 8500

1785 石 ］石 8000

1786 3-15 Ⅲ 昏 石 422 2979

1787 )-21 皿 磨石 類 砂 岩 235 10000 10066 344

1788 石 砂 岩 505 8000
1789 Ⅲ 石 砂 岩 4000

Ⅲ 磨 石類 花 商岩 509 8000 5728 7965

1791 Ⅲ 審 石 砂 君 7000
Ⅲ 密石 ヨ 砂 岩 7 7 1514

1793 「 r 磨石 類 安 山岩 11 43 856 77000

Ⅲ 蕃石 11 33 8858 7435
3-22 SD42 Ⅲ 萎 石 E Itt L 1058 576

1796 Ⅲ 基石 緬 中石 768 1244 657 76500 5417

1797 Ⅲ 蕃石 類 B I賢 山 岩 1030 560 70500 15147 8775
1798 〕-2 Ⅱ 搭石 輻 B I安 山 岩 7 1140 563 80500 7617

Ⅲ 甕石 箱 B I安 山岩 1257 635 97000 6723

第

２７４

図

18001C-6 Ⅲ 石 B I賢 山 岩 990 74500 7617

1801 Ш 蕃 石 B I砂 岩 690 1ヽ 610 15461

1802 審石 類 B I安 山岩 11 60 510 70000 1524 833
1803 昏石 麹 B I賢 山 テ 11 36 618 54500

ユー22 Ⅲ 套石 緬 安 山 876 62500 880こ

1805 Ⅲ 審石類 B I安 山岩 1074 58000

1806 ユー22 Ⅲ 審石 類 B I賓 山 岩 1070 578 65500 15253

1807 Ⅲ 碁石 短 寮山 岩 1060 1088 763つ

1808 3-30 皿 審石類 B I安 山岩 1050 1230 107000 16618

第

275

図

1809 皿 B I安 山 11 18 496 104000 8145
Ⅲ 簿 石 265 95000

1811 Ⅲ 磨石類 E I砂 岩 1200 1050 80000 9543 833〔

1812 Ⅲ B I安 山 岩 1145 670 841〔

)-23 Ⅲ 要 石 E :安 山 岩 60500 861〔

1814 T 整病 箱 B I安 山岩 1040 1205 540 106000 798〔

1815 ユー33 Ⅲ E I安 山岩 1055 16242 943(

1816 搭 石 B I砂 岩 72000

第

２７６

図

1817 )-22 審石類 B I安 山岩 11 30

1818 Ⅲ 「委買 B I蜜 山 岩 724 1038 69500
Ⅲ 石 覇 B I客 山 岩 106000 16824

Ⅲ 審石 類 B I安 山岩 1232 65500 16001 903〔

1821 石 類 F I蜜 山 岩 1035 11 10 87500
Ⅲ 盛石 緬 B I安 山岩 1480 1140 545 119000 7468

1823 Ⅲ 審石 類 E I安 山岩 1378 60000 71

第

２７７

図

〕-35 石 類 E I砂 岩 5000
Ⅲ 石 類 B I砂 岩 277 5500 13102

1826 Ⅲ 審石 類 E I砂 岩

1827 Ш 石 麺 B I安 山 岩 16540

石 類 ]砂岩 479 352 094 3000

1829 D-17 皿 審石 冤山岩 6795 8

1830 C-24 石 類 E I砂 岩

Ⅲ 石 緬 B I砂 岩 1000

1832 B-22 Ⅲ 害石類 B I安 山岩 11000 15088

1833 B-5 皿 石 類 B I砂 岩 252 13500 1227

ヨー24 墓石 垣 B I孝 山 井

1835 A-35 Ⅲ 石 類 E I砂 岩 532 16769
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表47 石器観察表25

図番号 出土 区 遺 構 曙● 器種 分 類 石 材
最大 長 最 大 幅 最大厚 重 量

萩上げ番ぢ レベル

(cm) (cm) (宜 ) )

第

２７７

図

183G )-22 :暦 石 B 賓山 岩

1837 Ⅲ :磨 石 E 砂岩 539 814も

1838 Ⅲ !磨石類 E 砂岩 596 410
1839 -ヽ22 1暦 石 E 砂 岩 249 8500
1840 Ⅲ :磨 石 B 妻山 岩 555 544 13000 8831 7405

1841 Ⅲ I磨 石類 B 砂岩 518 5000 7867

Ⅲ :暦 石 E 砂 岩 416 3500
3-22 Ⅲ :磨 石 E 砂岩 433 1494

)-22 SD43 !磨 石類 E 砂岩 700
)-22 Ⅲ :暦 石 E 砂 岩 674 220 12000 1044(

Ⅲ :磨 石 身 B
‐4山 岩 503 450 7000 1060

1847 -ヽ34 Ⅲ !磨石 類 E 砂岩 1654と

:暦 石 B 砂岩 633 20000
)-22 :磨 石 E 砂岩 976 632 73500

皿 !磨石類 B 冤山 岩 7345

荘弟

２７８

図

1851 )-22 Ⅲ :暦 石 類 B 抄岩 480 7000
1852 -ヽ22 石 麺 砂岩 443 7000

書石類 E 少岩 4500
185ゼ 3-23 石 類 E 砂 503 9500
1855 Ⅲ 石 緬 砂 359 4900 4792

1356 Ⅲ 磨石類 E 中石 420 766ラ

磨石 類 H 沙岩 395 7 5000
ユー24 皿 ! 石 類 B 砂岩 1596笠

1859 Ⅲ 磨 石 類 E 沙を 583 12000
SFl17 馨石 類 百 岩 655 572 9500

1861 皿 !
石 麺 砂 岩 645 610 14000 1187 8115

1862 審石類 E 705 537
1863 Ш 甕石 類 E 627 562 320 15000
1864 J 秦石 網 B II 山 岩 699 603 315 16000 8105

Ⅲ 語 石 E ］石 1498

1866 ヨー15 SFl17 詈 石 E 安 山 岩 G75 325 18000
3-35 肛 磨 石類 安 山岩 22000

1868 9-22 Ⅲ 石 類 ］石 536 37500 854〔

3-14 SX81 皿 養石 短 E li砂岩 675 607 333 22000

磨石類 砂 岩 628 310
1871 蕃石 歩鬼雪 872 393 41500
1872 3-22 SD43 Ⅲ 萎 石 988 849 424 57500 1234

1873 Ⅳ 審石類 安山岩 888 799 54000

第

２７９

図

1874 )-16 Ⅲ :磨 石 類 こ山岩 11 20 1100 86500 6191 809〔

皿 磨 石 類 E 砂 岩 1204 80000 1051( 85と

1876 )-18 磨石類 【石 1241 890 76500 835〔

1877 )-21 皿 :磨 石 類 妻山 岩 75500
1878 )-20 Ⅲ :慶 石 緬 E    Iど 賓山岩 11 60 943 389 58000 4125

1879 皿 !磨石 類 E 費山岩 11 33 970 73000
1880 3-24 Ⅲ :暦石 F 雰山 岩 909 427 78000 12096

)-16 Ⅲ :磨 石 BI: 舞山岩 1460 770 700 110000 4648

1882 )一打8 Ⅲ :暦 石 山 岩 1388 83000
第

２８０

図

1883 )-12 :暦 石 山 岩 050 107000
〕-22 Ⅲ !磨石類 200 684 11169

:磨 石 山 岩

第

２８‐

図

)-21 Ⅲ :藤 石 身 抄岩 630 535 225 1600 10567

7 Ⅲ 磨石類 H 砂岩 519 229 3500
う-23 Ⅲ 磨石類 H 1110 8775
)-18 Ⅲ 藤石 類 H ］石 662 313 15400 428 8325

磨 石類 Di: 費山岩 692 218
1891 )-15 Ⅱ :暦 石 H11 650 590 220 794

-ヽ26 Ⅲ 磨石 】 H11 570 295 12900 9065
B-24 Ⅲ 磨 石類 H  

「 冤山 君 1511( 882
1894 C-16 Ⅱbl磨 石 類 HI: 山 浩 222 13500 828(

Ш 肇石 箱 H  I;翼山岩 458 570 5500 8045
B-30 Ⅲ 磨 石類 賓 山 君 1101 1661( 9185

第

２８２

図

C-22 Ш 唇石 類 妻 山岩 787 759 29000 1113イ

Ш 蕪石 緬 砂 岩 540 12000 7831

D-12 皿 藩石類 H  I 780 710 23400 759を

C-22 暦石 類 H 砂 岩 676 260 13000
1901 D-18 Ⅲ 磨 石類 D 安 山岩 786 17500 7092 8395
1902 C-17 昏石 類 H  : 中石 690 10000

C-24 秦石 緬 砂岩 536 458 9600
皿 磨石類 G 安 山岩 21500 9325 8295

:暦 石 類 H 砂 岩 570 437 6000
1906 Ⅳ 碁石 編 E 砂岩 645 592 250 15000 14833

17 著石類 D 女山岩 1350 1135 76300

第

２８３

図

:暦 石 H 砂岩 475 220 12000 82003

3-15 Ⅲ 薦 石 砂岩 690 587 277 17400 1421C 8165
1910 3-22 □ 昏石 突 H  I石 中石 700 234 1528C 877
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第284図  出土遺物 石器 (95)磨石

-335-

1925

0                      40cm

―
―・敲石・凹石



1927

1928

10cm

石器 (96)磨石・敲石・凹石

-336-

第285図 出土遺物



表48 石器観察表26

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材
レベル

(cm)

第

２８３
図

D-23 H 妙 岩 19000
Ш 暮石 類 H 360

3-22 砂 岩

Ⅲ 石 類 F 317
)-03 砂 岩 129000

第
期
図

Ⅲ 石 短 E 300 10400
砂 岩 3500

磨 石 類 砂 岩 252 I0500
］石

Ш 磨 石 類 b砦
)-22 ］石 690 13800 10341

審石 類 ひ岩 9700
肛 山 岩

Ш 蕃石 類 霊山 岩 23500 858と

匝 山 岩 1255 822
第

２８５
図

1926 Ⅲ 昏石 類 D 露山 岩 63500
密石 箱 山 岩

暦石 類 露山 岩 91500
第

２８６

図

皿 百 皿 ］石 2830
百 皿 妻 山 岩 2300 29000

Ⅲ 百 皿 山 岩 2060 653C

価値がなくなる。敲石は側面を使つて,石皿の上で木の

実などを敲き潰す道具である。凹石は平面の表裏中央

が窪んだものであり,木の実を割る時殻だけを割って中

身は潰さないようにするために使うと説明される。窪んだ

部分に対応するような細い敲石が無いのは懸念される

が,現在 目にしているのは最大に窪んだ状態であるわ

けで,窪みが浅いうちは普通の敲石でも十分窪みと接

する。凹石になる石は磨り面も残っており,敲き痕も多く

残っている。むしろ側面の敲痕は普通の敲石よりも多い

ぐらいである。

以上のことから考えると,これまで3つ の動作が同時

になされたという見解が一般的だったけれども,一つの

道具が使われる時間の長さと使用不能になる時を考慮

すると違つた見解ができる。つまり,磨石の機能を終え

たら敲石として利用し,さ らに凹石としても利用したので

はないかということである。一つの遺物にみられる痕跡

が全て同じ時間で行われた行為でなく,長い時間の中

で行われたそれぞれの痕跡を内包しているという見方で

ある。これは遺物に限らず,遺構でもそうであるし,遺跡

を考える上でも最も注意しなければならない点ではない

表49 石器観察表27

かと考える。

⑫石皿 (第 286～ 289図  1929～ 1951)

石皿は木の実をすり潰す時など,日となる道具であり,

磨石や敲石とセットとなって使われたと考えられる。調理

を主体としながらも,赤色顔料の様に粉状にする作業の

際は石皿が使われたと考えられている。ある程度の厚さ

を保ちながらも,全体的には扁平な石材を利用しており,

使用頻度が増してくると全体が凹レンズ状に窪んでくる。

窪みの長軸方向に対して磨石などを掴んだ両手で前後

方向の反復運動を繰り返して,粉状にしたと考えられる。

石のザラザラした表面を利用した道具であるので,安山

岩や砂岩などの石質が多用される。

1929は細かな目をもつ砂岩を利用したものであり,半

分に割れてはいるものの長方形に加工された石皿であ

る。最も深い部分は1.7cmほど窪んでおり,凹面の部分

の手ざわりはスベスベするほど良く使われている。最も

深い部分は細かな凹凸がみられ,ザラザラを再生したの

かどうか検討する必要がある。裏面の中央部分も摩滅

痕がはつきりしてお り,それを切る様な形で各外縁

騨 麟 出土区 酢 層付 器種 分類 石材
最大 長 最 大 幅 最 大厚 章 母 レベル

(cm) (cm) (m)

第

２８７
図

193Z 石 皿 安山岩 3600 4300 460 141000
193〔 Ⅲ 百 皿 安 山岩 1340 80α0

□ 百皿 安 山岩 1400 5 CЮ 16000 2661
193モ 百皿 安 山岩 680 2600 70000
19361D-15 IIIL 百皿 安 山岩 3340 2960 460 42000 5821

百皿 細粒砂岩 2195 1350 15620 44
百皿 安山岩 4260 3640 iC1 60 230000

第

２８９
図

193` Ⅲ 百皿 安山岩 2000 195000
]-35 皿 安山岩 1960 1040 51000
3-23 Ⅲ 石 皿 安山岩 1940 760 760 46000 1660〔 964〔

>21 Ⅲ 石皿 安山岩 1640 520 22000 1056″

3-14 Ⅲ 石 皿 1山岩 540 1409ラ

194Z ]-3 石 皿 砂岩 1620 1 4KICl 560 24000

第

２９０
図

194t Ib 石 皿 安山岩 1062 760 2500
1946 Ⅲ 石 皿 責山岩 1120 11000 855(

百 皿 交山岩 1634 27000

百皿 妻山岩 9 CЮ 57000
C-15 Ⅲ 百皿 舞山岩 1640 1400 ■00 10000
8-17 石 皿 費山岩 500 1600 500 9tX1 0

C-17 石 皿 尭山岩 1800 3110
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からの剥離がみ られる。この状況は当初裏面を使用

していたのを再力日工し,逆の面を使い始めたことを

示 していると考える。そ して,半分に割れたために

使用を断念 したと推察 される。1930・ 1933～ 1936は

ほぼ平坦で摩滅 した面も所々であり,使用頻度が高

くないものと考えられる。1931は 図面には出ていな

いものの,裏面の片方の縁を剥離 してお り,置 く時

の安定′性を考慮 したものと思われる。1932は元々の

形状を保つているもので,板石状の安山岩の右上だ

けを剥離 して形を整えている。磨面は中心に向か う

ほど強 くな り,中心部はわずかに窪んでいる。1938

は広い磨面の中にいくつかゆるやかに盛 り上がった

部分があるこ≧から,素材の凹凸を残 しながら使用

している様子が窺える。1937は 1929と 同じ様な石

材を用いてお り,上面全体の手ざわ りがツルツル し

ている。はつきりした溝状にはならないものの, 3

cm幅の浅い溝状のものが 3方向にみ られる。玉類に

使用 したかどうかはわからない。なお,裏面にも使

用 した痕跡がある。1939は大型の安山岩を使用 して

お り,2方向で欠損 している。なぜこの様な大きな石

が 2方向で割れたのかはわからない。 1943は手の平

におさまる程の素材であるが,一面に使用痕が認め

o                            20cm

出土遺物 石器 (97)石皿
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0                           10cm
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第288図  出土遺物 石器 (99)石皿
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第289図  出土遺物 石器 (100)
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られたので,石皿に含めた。1944は長方形の砂岩を

素材 としてお り,磨面内にもゆるやかな凹凸が認め

られる。1949は幅 14 cmの 比較的小 さな安山岩礫を

素材 とし,両面に使用痕がある。1948は側面を丁寧

に加工 してお り,両面に対 して直角になるほどの断

面形である。

今回出土 した石皿は,欠損 したものばか りであり,

全形を窺い知る例はなかったが,長方形を意識 した

形状が目についた。磨石や敲石の出土点数に比較 し

て少ない様な印象もあるが,消耗頻度の差を示 して

いるものであろう。それにしても,大きな安山岩製

の石皿が割れている点が不思議である。普通に使用

していて,石皿が割れるほどの力が加わるとは考え

にくい。当時の人々の何 らかの考えによるものなの

かどうかについては,同時期の他の遺跡例や異なる

時期の石皿 と比較 しながら検討 しなければならない。

①石錘 (第 291～ 297図  1952～ 2018)

石錘は 67′点出土している。石材は安山岩が最も

多 く,砂岩・凝灰岩・頁岩が使用 されている。重量

は 50g～ 354gの ものが出土 してお り,統一性はみ

られない。

1952は切 目石錘で 1点だけ出土 している。両端を

打ち欠いた後,溝状に切 り込みを施 している。石材

は赤っぽい頁岩を使用 してお り,重量は石錘の中で

最 も軽 く 50gである。

1953～ 2018は礫石錘である。表 と裏の両方の面か

ら剥離を施 してお り,石材は扁平で主に長軸を打ち

欠いて使用 している。2003～ 2008は楕円形をした石

材の短軸を打ち欠いている。2009は焼成を うけてお

り,外面の一部が赤褐色をしている。

2016～2018は 3か所打ち欠いている。2016・ 2017

は短軸の他に長軸を 1か所打ち欠いているが,短軸

のように,両方の面から打ち欠いていないことから,

使用 目的で打ち欠いたのかは不明である。

67点出土した うちで,1952の みが擦 り切 りによ

る切 目石錘であるとともに,重 さが最 も軽い。 した

がって,錘としての機能であることには変わ りない

が,他の礫石器 とは用途が異なっていたのではない

かと考えられる。他の礫石器が打ち欠きによる礫石

錘であり,快 りが深 くて頑丈に結びつけられたので

はないかと想定されるのに対 し,切 目石錘の場合は ,

狭 りが浅くて華奢な感 じを受ける。また礫石器の数

は多 くて網に何個も付けられたと考えられるのに姑

し,切 目石錘は 1点だけの出土であり,単独で使わ

れたのではなかろうか。これ らの点から考えられる

のは,蛸を捕る時に用いる蛸石である。鹿児島水産

高等学校の徳留秋輝氏によると,蛸はえさを捕獲す
0                      1ocm
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る際, 8本 の足で包み込むようにして捕 らえるそ う

で,疑似餌の先に鉤を付け,錘 としての機能 と蛸が

抱きつ くための機能を兼ねた蛸石が必要 となるとの

ことである。また,「 タコゲタ」と呼ばれる細長い角

材に 2つ の鉤が付いた道具にも 6 cm前後の両端を打

ち欠いた石の錘をくくりつけてあるのを,熊本県天

草の資料館で見たことがある。なお,平川敬治氏 (平

川 1988)の 文献には蛸石のことは出てこないが ,

興味深い記述がある。それは,イ イダコ用の沈子が

30～ 50gで,マダコ用が 50～ 160gで あるとのこと

である。また,蛸は白または赤系統に反応するとい

うことで,1952が 赤つぽい石材であることに示唆を

与える。蛸は近海の水深 20m～30mに もすんでお り,

大坪遺跡沖の海岸でもたくさん生息 していたである

う。蛸は貝塚や洞穴等から出土 した例はなく,いつ

頃か ら日本人が食べていたのか定かではないが,蛸
石 としての可能性が高まってくると,縄文時代にも

蛸を食 していた証拠 となるだろう。いずれにしても,

今回は 1点だけの出土であり,憶測にすぎないが ,

海に関する道具は魚介類及び海草類の生態に併せて

数多 くあったことが想定されるので,少 しでもこれ

らのことを考える契機になればと思つて記 した。

大坪遺跡出土の礫石錘は,長軸方向に網掛け部を

もつ ものがほとんどであるが,出水貝塚で出土 した

礫石錘は短軸方向にもつものである。両遺跡は米ノ

津川 を挟んで対峙する位置にあるものの,漁業環境

に大差はないもの≧思われる。出水貝塚が縄文時代

後期前半であることから,両者の関係は時期差であ

ると考えられる。後期前半から後期後半に至る間で ,

どの時期に石錘装着の変更が行われたのか,そ して

それは何を意味するのか解明することが,今後の課

題である。

大坪遺跡出土の礫石錘の機能については,網掛け

部が長軸方 向にあることか ら,中尾篤志氏 (中 尾

2002)が 述べる様に漁網のための錘 と考えたい。

ワ イ/微治 ノフ∂a ∂ ′夕・
7手釣 ク療だ府ゲろ漁掛文イとの

一臨 k ttβ,衣冗痰 ,文イヒの生成』 泳井昌ズ薮舞ぎす

記念論文集 六興越敵

中尼篤な ノθtt Fθ け '四国地方儀 弦 修 縄文時倉の

魚綿錘色 
『

往還 ナろ考蛍幸芭 近江貝塚研究会

①異形石器 (第 298図 2019～ 2033)

黒曜石を素材 とし,両面から丁寧な剥離を行 う。

刃部 となるような鋭さではなく,刃潰しのようにし

て形を整えてある。利器としての機能性が考えられ

ない点と,同 じ形が無いこ≧から異形石器として扱

つた。大きさが限られていることと,横長にした場
0                     10Cm
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合,線対称 となるものが多いとい うサ点が特徴である。

他 の遺跡で出土す る異形石器 も時期的に同一で

あ り,作 り方や大きさも似ている。形 としてはバ リ

エーションがあり,規格品と呼ばれるほどのものは

ない。使われ方 としては,単独で使われたとは考え

にくく,何かの一部であった可能性が高い。一つ考

えられるのは,衣類やヘアバン ドなど身に付けるも

のに縫い込んであったのではないかとい うものであ

る。 しかし,衣に関しての証拠は土偶や組織痕土器

など限られたものしかなく,解明されるまでには有

機質を伴 う湿地帯などの良好な資料の増加を待つほ

かない。

①石刀 ?(第 298図 2034)

2034は確実なことは言えないのであるが,注意を

喚起する意味で石刀 ?と した。県内では大坪遺跡 と

同じ時期にみ られ,末吉町南之郷・胡麻・塚ヶ段・

五位塚・鹿屋市水の谷 。金峰町農業センター遺跡群

での出土が知 られている。なお,熊本県牛深市天附

遺跡から最初に見つかつていることから,天附型石

刀 と呼ばれる。両面とも両脇から粗 く剥離 して形を

整 える点は石斧 と同様であるが,端部が一方に片寄

る点で異なる。端部のおさめ方や厚みがこれまで県

内で出土 している石刀に似てお り,敲打による整形

や研磨による仕上げをする以前の未製品である可能

性 も捨て難いのである。天附型石刀が湾曲している

のに紺 し,本遺物は直線的である点は否定的である。

いずれに しても,本遺物については今後使用す る

方々に判断していただくとして,一般遺物の中に埋

没だけはさせたくなかった点をご理解いただきたい。

塚芽力幸 クθθ′.∂ 協 〃 ,近鋭地域 こヽたノテろだ彩留%痴具

集成 rσノ 九チ、対地域 i熊本県・言崎県 '鹿児島

"の
移

ダ を角 力   解敦■ 弥生移蔵報 の石製呪脈具 グツ /y坊

毒樹
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表50 石器観察表28

図群 出土区 遺 橋 喜 R 器種 分 類 石材
尋 犬 皐 旱 大 幅 最 大 厚 重 量

取上げ番;
レベル

(cm) (cm) (cm〕

第

２９‐
図

J岩 469 566
195` 3-ク 1 Ⅲ 百錘 砂 岩 490 5900 1514( 867〔

〕-20 Ⅲ 砂 岩 435 223 5800
195[ 石錘 砂 岩 532 7800

3-24 Ⅲ 石 舒 砂 岩 660 6000 1226〔 860〔

石錘 安 山岩 6500
〕-15 石 練

~t山
岩 573 6500 8375

195C ●―ク1 Ⅲ 石錘 凝灰 岩 9100 1122〔

Ⅲ 石 舒 簿 反 岩 654 233 9900 8305
う-18 Ⅲ 石 錘 砂 岩 652 10100 514G

Ⅲ 石 舒 安 山 岩 654 676
196f ●-lR Ⅲ 石 錘 安山岩 605 622 10300

)-16 Ⅲ 石 鰈 審 山 岩 538 665 10900
196` ユー17 石 錘 砂岩 657 11000
196( 3-21 Ⅲ 石 係 !山 井 670 12200 1512( 33(

196ラ Ⅲ 石 錘 安山岩 702 12300

第

２９２
図

196C )-18 石 綴 癖 匠 岩 678 8100 5461

19691B-14 石 錘 砂岩 698 242 11800 825〔

197C )-12 Ⅲ 石 経 頁岩 665 826 150 12400 814(

3-16 石 錘 安山岩 655 705 12600 48

1972 )-15 Ⅲ 石額 安山岩 625 750
19731D-02 Ⅲ 石錘 安山岩 137 13300 761〔

〕-16 Ⅲ 安山岩 820 13400
)-17 Ⅲ 百錘 麦山 14000 685ラ

3-18 寮山岩 752 870 27000 8847

〕-17 Ⅲ 百錘 砂岩 725 14000 886ラ

19781D-12 Ⅲ 百額 賓山岩 206 16000
197【 -ヽ35 Ⅳ 百錘 更岩 792 18500
19801C-23 Ⅲ 砂岩 1296( 893〔
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表51 石器観察表29

コ君漏 は効裡鬱 出土 区 遺 構 層 位 器種 分 類 石 材
最 大 長 大 幅

取上 げ番手
レベル

(cm) (m)
SD43 皿 百経 安山岩 286 20000

第

２９３

図

982 ユー23 題 g経 安山岩 205 18800 1597( 8695
Ⅱ 百経 安山岩 946 14300 7575

百舘 安山岩 922 244 打6700
肛 百経 費山岩 897 21000 3701

ユR26 肛 百経 費山岩 720 229 16600 1013

19Aフ 日錘 賓山 岩 270 30700

第

２９４

図

1988 Ⅲ 目錘 ぞ山岩 28100
1989 Ⅲ 百錘

=山
岩 705 297 20500 563e

1990 百錘 買 岩 720 225 25000 8682

Ⅲ 百錘 賢 山 岩 1054 222 30000
Ⅲ FT儀 砂 岩

)-17 Ⅲ 巨錘 凝 灰 岩 31500

第

２９５
図

)-1 巨錘 砂 岩 809 2a200
Ⅲ 巨錘 安 山 岩 30400

3-22 日繊 安 山 岩 17700
日錘 安 山 岩 1010 996 26200

〕-24 Ⅲ 錘 安 山 岩

第

２９６

図

錘 安 山 岩 6100 14951

,-17 錘 安 山 岩 7 8

2001 ,-22 ,D43 錘 安 山 岩 7 7

D-17 Ⅲ 錘 秒岩 72t

200〔 Ⅲ 経 砂岩

C-15 鰈 砂岩 111 5600
200〔 Ⅲ 石 舒 多山 岩 655 15100

石 舒 懸反 岩 6800
C-17 Ⅲ 石 係 砂岩 12500

200〔 C-16 石 舒
~r山

岩 10700
200〔 D-03 Ⅲ 石 頷 寃山岩 748 15100 756こ

201C 17 石 舗 露山岩 487 7900
百 舗 棄山岩 718 536 9000

〕-21 百 係 露山岩 717 437

第

２９７

図

Ⅲ E鋲 寃山岩 1033 724 16400
う-20 百経 え山岩 6600

W 百錘 砂岩 10200 456C 7

201C 百錘 こ山岩 668 5600
夕017 W 百鐘 こ山岩 467 7300 7905
201β 百錘 666 9600

第

２９８

図

2019 W 翼形 石器 躍 石 (腰尋 系 ) 9402 8205
発形 石 躍 石 ( 3105 06ク 0

)-15 多石 躍 石 (1騨 0660
2022 9-21 Ⅲ 直形 石 躍 石 2625 0895 0590

3-17 形 石 躍 石 0440
3-15 Ⅲ 形 黒躍 石 0740 8185
3-24 形 需躍 石 巨岳 5 0610 887:
)-16 形 石 黒 里躍 石 (陣阜 素 ) 0320 5053

2027 )-15 Ⅲ 形 石 黒 里躍 石 (陣阜 素 ) 0900 0490 2666

)-17 形 石 黒 里躍 石 (睡阜 素 う

-34 形 石 黒 皇躍 石 (腰阜 素 】 1931

2030 3-17 Ⅲ 形 石 黒 ′くつ石 1 150 220 8795 7255
)-16 霊形 石 器 霊躍 石

`陣

阜 素 】 0430 490`

2032 理形 石 器 黒曜 石 (腰 岳 系 ) 1 150

2033 理形 石 黒 黒曜 石 (艘岳 系 ) 0410 886( 74て

Ⅲ 石 刀 ? ル ン フ ェ ル ス 11 075 17
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⑩玉類 (第 299～302図 2035～ 2110・ ①～⑤ )

縄文時代の玉類は全部で 137点出土 した。その う

ち石材同定に出したのが 130点であり,第V章に報

告 されている。今回図化 した縄文時代の玉類は,73
点である。2108～ 2110は縄文時代より新 しい玉であ

るが,分析や記述等の関係によりこの項 目で扱 うこ

ととするので注意 されたい。また,①～⑤について

は,昭和 48年 (1973年)に沖田岩戸遺跡を発掘調

査 した時の出土遺物を,当 時調査担当者であった長

野真一氏が実浪Jしておいたものである。平成 12年

(2000年)干」行の『沖田岩戸遺跡』に掲載 されなか

つたものを参考までに提示する。ただし,現物は行

方不明である。この他,図示はしなかったけれ ども,

玉つ くりのための原石 3点 ,承1片及び石屑 61点が出

土 してお り,玉つ くりの工房があつたことがわかる。

なお,今回の調査では玉砥石及び玉穿孔用の錐は出

土 していない。

2035～2040は勾玉である。「コJの宇形をしてお

り,こ の時期に一般的にみられるものと同様である。

2086と 2037が 上加世田式土器から入佐式土器古段階

に伴 うものである。2041～ 2069は管玉及びその未製

品である。中央部が膨 らむ 「エンタシス」の形をし

てお り,穿孔も両端から行つて貫通させてある。2043

は側面の中央部にも穿孔している。藤 田富士夫氏は

この様な玉を,孔の断面形でみるとT宇状に孔が抜

けていることか ら,「 T宇孔管玉」 と仮称 している

(藤田 1998)。 同様の管玉は,熊本県三万田東原遺跡 ,

佐賀県菜畑遺跡,宮崎県学頭遺跡,それに鹿児島県

上力日世田遺跡で出土 しているとい う。2048は他の材

質に比べて透明感があり,光 をあてると透ける点 ,

摩耗が他 と異な り「トロリ」 としている点,キ ラキ

ラした粒子がみ られる点,穿孔がス トレー トである

点等から,当初ガラスと疑つたものである。奈良国

立文化財研究所の肥塚隆保先生の分析で,ガラスで

はなく岩石であることがわかった。この点について

は後述する。2062・ 2066～ 2069は ,未穿孔あるいは

穿孔途中のものであり,そ の作 られ方がわかる好資

料である。穿孔直前の状態は 6～ 8角 柱状に粗力日工

した後,2066の ように上下から穿孔 し,全体を磨い

て仕上げていたことがわかる。

2070～ 2072は 固有名詞で呼ぶことができないけ

れ ども,大振 りの玉である。いずれも入佐式土器新

段階に伴 うものである。2070の未製品にみられるよ

うに,穿孔方法は両端から行つてお り,管玉と同様

である。

2073～ 2084は平玉または丸玉及びそれ らの未製

品である。2084は 穿孔直前の状態を示 してお り,多

角面を作 りなが ら上面を浅く窪めてある。穿孔方法

は同様に両端から行つている。

2085は端部のみ穿孔し,中央部分は溝状に切 り込

んである。欠損 しているが,おそらく糸を通 した場

合横長に垂れ下がつたと考えられる。現在のところ

類例を知 らない。2086～ 2107は擦 り切 り面をもつな

ど製作の初期段階の欠損品である。2093は 両面から

擦 り切 り技法を用いて切 り込みを入れ,最後は折 り

取つている様子が窺える。2094～ 2096に も同様の手

法が観察 される。ただし,擦 り切 り用の石器は出土

していない。

2108・ 2109は ガラス玉である。2108は直径 5.8

11ull,長 さ 4.95 11ullで ,中 心に直径 2.l llullの 孔が貫通す

る。2109は 2108の 孔内に入つていた粟玉であり,

出土 した時点では 2個入つていたが,も う 1点は紛

失 して しまった。直径は 1.8 11ullほ どで,中心に直径

0.35 11ullの 子とがあヤヽてヤヽる。2108。 2109と もに両端 と

も切 り口は斜めである。素材がガラスであることと,

形状が古墳時代以降にみられること,それに出土 し

た近 くで 8世紀代の遺物が多いことから,古代初期

の玉であると考える。

2110は表土の出土であり,色調や分析結果からも

近現代のものであることが確かめられた。

再度,本遺跡で出土した縄文時代の玉類の加工品

を含めた点数を記す と,勾玉 6′く,管玉 29点 ,大振

りの玉 3点,丸玉及び平玉 12点 ,垂飾品 1点 ,加工

途中あるいは擦 り切 り痕のある石材 22点 ,原石 3点
,

剥片及び石屑 61点である。

藤四富士夫 7フフaσ′μ本海文をの原像 縄文再発見プ

大巧社
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表52 石器観察表30

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類
さ 幅 レベ ル

(mm) (mm) (

第

２９

図

2035 )-24 1650 1125 11395 889 21

勾 玉 320 040
2037 17 勾 玉 1195 870 8591 823 21

SK60 Ⅲ 勾 玉 575 21
2039 Ⅲ 勾 玉 11 65 335 12886 872 21

Ⅲ 勾 玉 1600 820 320
2041 Ⅲ 管 玉 2725 720 200 4518 829 21

Ⅲ 管 玉 580 210
2043 (2635) 545 1 00

Ⅲ 管 玉 5 225 080
2045 17 (1580 680 21

Ⅲ 管 玉 635 210 665 080
2047 17 1395 590 020 5914 835

管 玉

2049 1325 795 10700 862
管 玉 605 205 535 060 8345

第

３。

図

2051 管 玉 1385 600 040
I管 玉

2053 C-1 Ⅲ I管 玉 11 70 040
皿 I管 玉 6

2055 Ⅲ I管 玉 060 15850 8695
I管 玉 (550 I

2057 Ⅲ I管 玉 865 500 020 12235 8785
I管 玉 (545

2059 Ⅲ I管 玉 835 020
皿 管 玉 475

2061 -22 SD43 管 玉 680 020 21
2062 皿 管 玉 未 製 品 1665 605 340 21
2063 官 玉 (1170 490 020 8426 8345 21
206当 17 管 玉 940 560 200 8405 21
2065 Ⅲ 管 玉 14035
2066 皿 夫 製 品 930 590 1 40 8102 21
2067 Ⅲ 管 玉 9749
2068 C-15 Ⅲ 1管 玉 夫 製 品 8265
2069 1管 玉 未 製 品

2070 B-22 Ⅲ 1管 玉 製 品 878
2071 Ⅲ 玉 2065 990 480 15500
2072 A-33 Ⅲ 1管 玉 953

第

３０

図

207 丸 玉 420 205 040
2074 丸 玉 455 160 21

丸 玉 225 1 25

2076 -23 265 450
Ⅲ 平 玉

2078 365 11804 833
内 丸 玉

2080
Ⅲ 管 玉 未 製 品

2082 17 855 1040 6872
Ⅳ 管 エ 315 040

2084 丸 玉 未 製 品 560 040 8915 8085
垂 飾 品 500 795 630 160
未 製 品 1585 1040 415 080 8910 8

Ⅲ 夫 製 品 960 320 8073
2088 Ⅲ 未 製 品

2089 Ⅲ 研 磨 道 8065
2090 Ⅲ 研 磨 痕 040

C-15 Ⅲ 研 磨 慮 8008
2092 Ⅲ 研 磨 痕 020 8913

第

３０
図

D-21 I 擦 切 嬉

2094 Ⅲ 標 切 痕 (2250 300 080 4080
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